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【
要
約
】
　
敗
戦
と
占
領
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
戦
後
変
革
情
勢
が
最
も
高
揚
し
た
一
九
四
七
年
の
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
に
お
け
る
保
守
勢
力
の
動
向
は
従

前
比
較
的
閑
却
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
小
論
は
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
に
関
す
る
全
体
的
歴
史
像
把
握
の
た
め
の
補
完
作
業
の
一
環
と
し
て
、
進
歩
党
と

い
う
保
守
党
内
に
存
在
し
た
政
治
グ
ル
…
プ
、
犬
養
健
を
要
と
す
る
進
歩
党
少
壮
派
の
こ
の
時
期
の
動
向
を
照
射
す
る
。
一
〇
月
闘
争
か
ら
二
・
一
ゼ
ネ

ス
ト
に
至
る
労
働
攻
勢
に
対
応
し
て
、
彼
ら
少
壮
派
は
、
総
裁
幣
原
喜
重
郎
ら
党
の
要
路
と
対
抗
し
つ
つ
、
修
正
資
本
主
義
と
い
う
政
綱
理
念
と
社
会
党

と
の
提
携
と
い
う
政
権
購
想
を
打
ち
出
し
て
い
く
。
一
〇
月
闘
争
下
に
お
い
て
は
、
犬
養
に
よ
る
第
九
〇
議
会
総
括
、
吉
田
内
閣
の
基
本
施
策
へ
の
批
判
、

電
産
争
議
の
経
験
等
、
を
通
し
て
徐
々
に
そ
れ
を
深
化
さ
せ
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
を
前
に
し
て
、
「
社
会
連
帯
主
義
」
「
革
新
政
策
」
を
謳
う
新
綱
領
・
政

策
へ
と
質
的
に
上
昇
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
吉
田
内
閣
の
企
て
た
社
会
党
と
の
二
つ
の
連
立
工
作
に
お
い
て
、
彼
ら
は
そ
う
し
た
自
ら
の
政
綱
理

念
と
政
権
構
想
の
実
践
を
試
み
る
。
か
く
し
て
、
進
歩
党
少
壮
派
は
、
労
働
攻
勢
を
バ
ネ
と
し
つ
つ
社
会
党
と
の
連
立
政
権
の
実
現
に
向
け
て
必
要
な
準

備
を
着
々
と
積
み
上
げ
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
四
巻
六
号
　
［
九
九
一
年
＝
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
九
四
六
年
四
月
一
〇
日
の
第
二
二
回
総
選
挙
か
ら
五
月
二
二
日
の
第
一
次
吉
田
内
閣
の
成
立
に
か
け
て
の
激
動
の
政
変
の
後
、
一
旦
は
退

潮
に
向
か
・
た
か
に
見
え
た
労
働
運
動
良
衆
覇
は
、
国
鉄
、
海
員
争
議
を
先
駆
け
と
し
δ
月
闘
争
を
契
機
に
再
び
息
を
吹
き
返
し
二
㈹

九
四
七
年
の
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
に
向
け
て
空
前
の
高
揚
を
迎
え
る
。
　
一
方
、
成
立
後
、
戦
後
変
革
情
勢
へ
の
対
応
力
の
な
さ
を
徐
々
に
露
呈
し
　
7
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つ
つ
あ
っ
た
自
由
、
進
歩
両
党
に
よ
る
保
守
連
立
吉
田
内
閣
は
、
こ
う
し
た
労
働
老
・
民
衆
の
動
き
に
対
し
て
実
効
的
な
政
策
を
打
ち
出
し
え

ず
、
G
H
Q
の
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
干
渉
を
待
っ
て
辛
う
じ
て
内
閣
倒
壊
の
危
機
を
免
れ
た
が
、
結
局
、
同
年
四
月
二
五
日
の
第
二
三
回
総
選
挙
の

審
判
を
受
け
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
中
道
連
立
片
山
内
閣
に
と
っ
て
替
わ
ら
れ
る
。
占
領
改
革
と
い
う
決
定
的
な
枠
を
は
め
ら
れ
つ
つ
も
、
そ
こ

に
は
、
体
制
変
革
の
可
能
性
を
孕
ん
だ
危
機
的
政
治
状
況
が
現
出
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
敗
戦
と
占
領
に
よ
っ
て
醸
成
さ
れ
た
戦
後
変
革
情
勢
が
、
一
一
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
に
お
い
て
最
高
潮
に
達
し
た
と
い
う
右
の
事
実

は
、
こ
の
時
期
の
歴
史
研
究
の
あ
り
方
を
長
く
規
定
し
続
け
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
占
領
史
研
究
の
各
分
野
に
お
い
て
こ
の
時
期
が
扱
わ
れ
る
場

合
、
変
革
の
可
能
性
と
限
界
を
探
る
と
い
う
動
機
の
も
と
に
、
も
っ
ぱ
ら
変
革
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
勢
力
の
動
向
に
光
が
当
て
ら
れ
て
き

た
。
例
え
ば
、
政
治
史
に
お
い
て
は
、
共
産
党
の
主
導
す
る
民
主
戦
線
の
内
実
の
解
明
や
吉
田
内
閣
の
企
て
た
連
立
工
作
へ
の
社
会
党
の
対
応

の
検
討
な
ど
が
主
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
労
働
運
動
史
で
は
、
一
〇
月
闘
争
か
ら
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
に
至
る
労
働
運
動
の
実
相
が
着
目
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
労
働
政
策
史
が
G
H
Q
文
書
を
駆
使
し
て
ゼ
ネ
ス
ト
中
止
命
令
の
背
景
や
政
策
意
図
の
解
明
に
力
を
注
い
で
き
た
基
本
的
な
動
機

も
右
の
研
究
視
角
と
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
に
つ
い
て
相
当
に
精
細
な
像
を
結

ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
は
こ
う
し
た
研
究
視
角
か
ら
な
る
先
行
研
究
の
蓄
積
と
成
果
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
同
時
に
、
こ
の
よ
う
に
変
革
の
主
体
を
強
力
に
照
射
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
方
、
変
革
を
押
し
と
ど
め
よ
う
と
す
る
勢
力
、
言

わ
ば
変
革
の
客
体
の
動
向
が
一
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
置
か
れ
て
き
た
嫌
な
し
と
は
言
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
占
領

史
研
究
は
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
変
革
情
勢
が
保
守
勢
力
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
、
そ
れ
に
対
し
て
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
対
応

を
は
か
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
十
分
掘
り
下
げ
て
来
た
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
関
す
る
従
前

の
研
究
は
、
変
革
の
主
体
の
動
向
と
そ
の
限
界
の
解
明
に
力
点
を
置
く
あ
ま
り
、
体
制
の
震
憾
す
る
ま
さ
に
そ
の
時
に
は
か
ら
れ
た
、
保
守
勢

力
の
支
配
の
維
持
・
更
新
の
た
め
の
営
為
を
比
較
的
等
閑
視
し
て
き
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
研
究
の
あ
り
方
を
規
定
し

た
要
因
と
し
て
、
史
料
の
制
約
や
戦
後
保
守
政
治
を
扱
う
歴
史
理
論
の
未
成
熟
な
ど
、
戦
後
政
治
史
研
究
そ
の
も
の
の
蓄
積
の
浅
さ
が
考
え
ら
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労働攻勢と進歩党少壮派（三i川）

れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
研
究
視
角
に
こ
の
よ
う
な
盲
点
を
抱
え
て
い
て
は
占
領
政
治
史
、
引
い
て
は
戦
後
政
治
史
の
画
期
と
も
い
う
べ
き

二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
を
そ
の
全
体
の
様
相
に
お
い
て
捉
え
、
そ
れ
に
客
観
的
な
歴
史
的
意
味
を
付
与
す
る
と
い
う
作
業
を
果
た
し
得
な
い
だ
ろ
う
。

小
論
の
基
本
的
な
モ
チ
…
フ
は
、
一
一
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
の
補
完
作
業
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
時
期
の
保
守
勢
力
の

動
向
を
照
射
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
だ
が
、
小
論
が
行
う
の
は
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
に
存
在
し
た
す
べ
て
の
保
守
勢
力
を
網
羅
し
、
そ
の
全
体
と
し
て
の
動
態
の
特
質
を
摘
出

す
る
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
『
芦
田
日
記
』
の
公
刊
で
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
ぽ
か
り
の
占
領
期
の
保
守
党
の
研
究
に
は
ま
だ
そ
れ
を
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

能
と
す
る
条
件
は
備
わ
っ
て
い
な
い
。
犀
利
な
理
論
や
鮮
や
か
な
シ
ェ
ー
マ
で
史
実
に
切
り
込
む
前
に
、
個
々
の
史
実
そ
の
も
の
が
ま
ず
明
か

さ
れ
、
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
小
論
は
、
進
歩
党
と
い
う
保
守
党
内
に
存
在
し
た
政
治
グ
ル
ー
プ
、
犬
養
健
を
要
と
す
る
進
歩
党
少

壮
派
の
こ
の
時
期
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
行
論
を
限
定
し
た
が
、
そ
れ
は
、
な
に
よ
り
も
占
領
政
治
史
な
い
し
は
戦
後
政
治
史
の
研

究
水
準
に
多
分
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
進
歩
党
少
壮
派
を
取
り
上
げ
る
の
か
。
そ
れ
は
彼
ら
が
属
し
た
進
歩
党
と
い
う
保
守
党

の
様
態
及
び
向
背
と
関
わ
る
。
本
論
に
入
る
前
に
そ
の
点
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　
周
知
の
通
り
、
進
歩
党
は
戦
時
フ
ァ
シ
ズ
ム
体
制
の
一
翼
を
担
い
、
侵
略
戦
争
に
与
し
た
翼
賛
政
治
会
・
大
日
本
政
治
会
の
後
継
政
党
で
あ

る
（
一
九
四
五
年
二
月
の
結
党
時
の
議
席
は
二
七
一
二
）
。
そ
の
た
め
、
一
九
四
六
年
一
月
に
始
ま
る
公
職
追
放
に
よ
っ
て
最
も
手
酷
い
打
撃
を
受
け
、

同
年
四
月
の
第
二
二
回
総
選
挙
で
は
、
議
席
九
三
の
第
二
党
に
転
落
し
、
戦
前
保
守
の
嫡
流
の
座
を
自
由
党
に
譲
っ
た
。
総
選
挙
後
、
前
首
相

幣
原
喜
重
郎
を
総
裁
に
戴
き
、
第
一
次
吉
田
内
閣
に
は
、
伴
食
と
は
い
え
四
書
の
閣
僚
を
送
り
出
し
、
自
由
党
と
と
も
に
政
権
を
支
え
た
が
、

そ
の
成
り
立
ち
か
ら
く
る
保
守
反
動
性
ゆ
え
に
党
勢
は
不
振
を
極
め
そ
の
前
途
に
は
暗
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
自
由
党

と
進
歩
党
の
連
立
内
閣
で
あ
る
吉
田
内
閣
が
、
全
国
一
斉
一
大
ゼ
ネ
ス
ト
を
可
能
と
す
る
ま
で
の
労
働
攻
勢
の
高
揚
に
よ
っ
て
痛
手
を
受
け
た

と
し
た
ら
、
進
歩
党
こ
そ
が
ま
ず
そ
の
標
的
に
な
り
、
そ
の
傷
は
致
命
的
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
態
は
そ
の
よ
う
に
は
進
ん
で

い
な
い
。
進
歩
党
は
第
九
〇
帝
国
議
会
（
四
六
・
六
・
二
〇
開
会
、
｝
○
・
一
一
閉
会
）
下
に
行
わ
れ
た
党
勢
拡
大
工
作
で
、
総
選
挙
で
獲
得
し
た
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九
三
の
議
席
を
一
一
〇
に
ま
で
伸
ば
し
、
し
か
も
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
変
革
情
勢
を
経
験
し
た
は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
四
七
年
三
月
、

進
歩
党
を
母
体
と
し
て
結
成
さ
れ
た
民
主
党
（
議
席
数
一
四
五
）
は
、
四
月
の
第
二
三
回
総
選
挙
で
、
一
二
四
議
席
を
獲
得
し
、
保
革
相
手
を
替

え
て
片
山
社
会
党
と
の
連
立
政
権
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
芸
当
を
や
っ
て
の
け
た
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
芦
田
均
を
首
班
に
擁
立
し
、
最
終
的
に

政
権
獲
得
と
い
う
政
党
の
本
来
的
目
的
を
も
達
成
し
て
い
る
。

　
占
領
改
革
に
よ
り
大
粛
正
さ
れ
た
は
ず
の
進
歩
党
が
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
変
革
期
を
乗
り
越
え
、
そ
の
後
も
少
な
く
と
も
、
一
九
四
八
年
秋

に
顕
著
と
な
る
占
領
政
策
の
転
換
ま
で
、
体
制
と
政
局
へ
の
驚
く
べ
き
順
応
性
を
発
揮
で
音
た
の
は
一
体
な
ぜ
か
。
そ
こ
に
は
き
っ
と
、
懸
命

の
自
己
「
革
新
」
（
刷
新
・
変
容
）
の
過
程
が
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
ま
た
本
論
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
事
実
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
反
動
保
守
党
進
歩
党
の
自
己
「
革
新
」
を
主
導
し
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
犬
養
ら
進
歩
党
少
壮
派
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
進
歩
党
少
壮

派
の
運
動
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
、
進
歩
党
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
占
領
改
革
下
の
保
守
勢
力
の
窮
状
と
再
生
へ
の
動
態
を
明
か
す
こ
と
に
通
ず

る
と
思
わ
れ
る
。
筆
老
が
、
犬
養
ら
進
歩
党
少
壮
派
に
注
目
す
る
ゆ
え
ん
は
ま
さ
に
そ
こ
に
あ
る
。

　
筆
者
は
、
先
に
発
表
し
た
「
民
主
党
成
立
の
序
幕
一
i
進
歩
党
少
壮
派
の
党
内
『
革
新
』
運
動
一
」
（
『
史
林
』
七
一
巻
三
号
）
で
彼
ら
の
第
九

〇
議
会
下
に
お
け
る
動
向
を
詳
細
に
跡
づ
け
た
。
公
職
追
放
と
総
選
挙
と
い
う
占
領
改
革
に
条
件
づ
け
ら
れ
て
党
内
に
形
成
さ
れ
た
彼
ら
少
壮

派
は
、
た
か
だ
か
一
〇
名
ほ
ど
の
政
治
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
が
、
第
九
〇
議
会
を
彩
っ
た
保
守
新
人
代
議
士
の
気
風
を
代
弁
し
、
政
党
政
治
の

の
殉
難
者
た
る
犬
養
毅
の
嫡
男
で
あ
り
保
守
「
革
新
」
溝
想
を
懐
抱
す
る
犬
養
健
を
押
し
立
て
て
、
憲
法
改
正
審
議
や
進
歩
党
の
党
勢
拡
大
工
作

過
程
で
党
内
「
革
新
」
運
動
を
積
み
上
げ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ま
だ
、
進
歩
党
内
に
あ
っ
て
保
守
「
革
新
」
の
旗
手
で
あ
る
こ
と
を
闘
明
す
る
の

み
の
い
わ
ば
序
奏
的
運
動
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
小
論
は
そ
の
直
後
に
到
来
し
た
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
変
革
期
に
お
け
る
彼
ら
の
動
向
を
検
証
す
る
。

一
〇
月
闘
争
か
ら
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
へ
と
、
押
し
寄
せ
る
労
働
攻
勢
に
対
し
て
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
政
策
と
政
権
構
想
を
も
っ
て
応
じ
た
の
か
。

そ
れ
は
彼
ら
が
め
ざ
し
て
い
た
反
動
保
守
党
進
歩
党
の
脱
皮
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
た
の
か
。
ま
た
翻
っ
て
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
労
働

攻
勢
は
保
守
「
革
新
」
を
標
榜
す
る
彼
ら
の
運
動
に
い
か
な
る
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
解
き
明
か
し
つ
つ
、
二
・
一
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ゼ
ネ
ス
ト
変
革
期
の
政
治
状
況
の
も
つ
特
有
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
彼
ら
の
運
動
を
鏡
と
し
て
描
き
出
す
こ
と
、

付
記
　
本
文
中
、
『
朝
日
新
聞
東
京
本
社
版
』
、

れ
そ
れ
、
朝
日
、
朝
日
大
阪
、
毎
日
、
読
売
、

　
々
、
芦
田
日
記
、
芦
田
手
帳
と
略
記
す
る
。

①
　
『
芦
田
均
日
記
』
（
進
藤
榮
一
・
下
河
辺
元
春
編
纂
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
八
七

　
年
、
全
七
巻
）
の
公
刊
に
よ
り
、
「
戦
後
政
党
研
究
に
つ
い
て
は
、
共
産
党
、
社

　
会
党
の
分
析
は
か
な
り
出
て
き
た
が
、
保
守
政
党
の
具
体
的
研
究
は
少
な
い
」
（
荒

　
敬
「
日
本
占
領
期
研
究
の
課
題
」
、
歴
史
学
研
究
会
編
『
現
代
歴
史
学
の
成
果
と
課

題
丑
3
帝
国
主
義
と
現
代
民
主
主
義
』
、
青
木
書
店
、
一
九
八
二
年
、
所
破
、

　
一
二
七
頁
）
と
書
わ
れ
た
研
究
状
況
が
よ
う
や
く
打
ち
破
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
進
藤

　
榮
一
「
芦
田
均
と
戦
後
改
革
」
（
『
国
際
政
治
』
第
八
五
号
、
　
一
九
八
七
年
）
、
御

　
厨
貴
「
昭
和
二
〇
年
代
に
お
け
る
第
二
保
守
党
の
軌
跡
1
『
芦
田
日
記
』
『
重
光

　
日
記
』
に
み
る
零
下
・
重
光
・
三
木
一
」
（
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
』
九
、
一

　
九
八
七
年
）
は
『
芦
田
日
記
』
を
逸
早
く
活
用
し
、
戦
後
の
芦
田
の
動
き
に
光
を

　
当
て
て
い
る
。
し
か
し
、
愚
稿
と
も
二
・
…
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
芦
田
の
行
動
に
関
す

　
る
記
述
は
薄
い
。
こ
の
他
猪
木
正
道
『
評
伝
吉
田
茂
（
下
）
』
（
読
売
新
聞
社
、
　

　
九
八
一
年
）
二
五
九
一
二
七
七
頁
、
増
田
弘
『
石
橋
湛
山
占
領
政
策
へ
の
抵
抗
』

　
（
草
思
社
、
一
九
八
八
年
）
一
｝
八
1
一
四
三
買
、
大
嶽
秀
夫
『
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

　
と
吉
田
茂
』
（
中
央
公
論
社
、
　
一
九
入
六
年
）
　
｝
四
一
！
　
五
八
頁
に
よ
り
、
そ

一1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

そ
れ
が
小
論
の
課
題
で
あ
る
。

『
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
版
』
、
『
毎
日
新
聞
大
阪
本
社
版
』
、
『
読
売
新
聞
』
、
『
合
同
新
聞
』
、
『
民
報
』
は
、
そ

合
同
、
民
報
と
略
記
し
、
ま
た
、
　
『
芦
田
均
日
記
』
第
～
巻
及
び
同
書
所
収
の
「
付
　
手
帳
日
記
」
は
、
各

一
〇
月
闘
争
下
の
進
歩
党
少
壮
派

労
働
攻
勢
へ
の
対
応
1
そ
の
基
調

　
れ
そ
れ
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
首
相
吉
田
非
戊
、
蔵
相
石
橋
湛
山
、
経
済
安
定
本

　
部
の
官
僚
な
ど
の
動
向
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
進
捗
に
も
か

　
か
わ
ら
ず
、
肝
腎
の
自
由
、
進
歩
両
保
守
党
の
構
造
と
動
態
は
十
分
置
明
さ
れ
て

　
お
ら
ず
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
引
い
て
は
占
領
下
の
保
守
勢
力
の
動
向
の
全
体
像

　
を
形
成
す
る
た
め
に
は
史
料
の
発
掘
も
含
め
ま
だ
ま
だ
多
く
の
個
別
実
読
研
究
の

　
蓄
積
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

②
　
小
論
と
同
様
に
犬
養
ら
少
壮
派
の
こ
の
蒔
期
の
動
向
に
言
及
し
た
論
稿
に
伊
藤

　
悟
「
民
主
党
の
結
成
」
（
逸
興
現
代
史
研
究
会
編
『
戦
後
体
制
の
研
究
』
、
大
月
書

　
店
、
一
九
八
八
年
、
所
収
）
が
あ
る
。
同
稿
は
芦
国
と
と
も
に
「
犬
養
ら
の
若
手

グ
ル
ー
プ
」
の
動
向
に
も
注
目
し
「
戦
後
保
守
党
の
多
数
派
工
作
」
と
い
う
視
角

　
で
民
主
党
の
結
成
過
程
を
追
っ
て
い
る
。
視
角
は
異
な
る
に
し
ろ
伊
藤
氏
が
犬
養

　
ら
少
壮
派
（
但
し
氏
は
こ
の
呼
称
は
用
い
て
い
な
い
）
を
研
究
対
象
と
し
た
こ
と

　
に
は
大
い
に
共
感
を
覚
え
る
が
、
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
紙
数
の
関
係
か
ら
か
論
証

　
に
意
を
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
断
じ
兼
ね
る
こ
と
で
あ
る
。

第
九
〇
議
会
閉
院
直
後
の
一
〇
月
＝
ハ
日
、
犬
養
健
は
、
『
毎
艮
』
紙
上
の
議
会
回
顧
「
五
政
党
の
自
己
批
判
」
に
進
歩
党
総
務
会
長
と
し
て
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「
健
全
な
保
守
党
へ
」
と
題
す
る
一
文
を
寄
せ
、
そ
の
中
で
、
進
歩
党
が
「
戦
争
前
の
大
政
党
」
の
よ
う
な
「
軍
事
的
保
守
党
」
と
は
異
な
り

「
分
配
の
公
平
」
を
重
視
し
「
高
度
の
社
会
政
策
を
採
り
一
見
社
会
主
義
に
似
た
政
策
」
を
採
用
し
た
こ
と
は
当
然
だ
と
の
持
論
を
披
歴
し
、

進
歩
党
の
そ
う
し
た
行
き
方
が
な
け
れ
ぼ
「
日
本
の
政
界
は
今
よ
り
も
一
層
は
つ
き
り
と
保
守
と
い
は
ゆ
る
急
進
と
の
二
つ
に
別
れ
て
揉
合
っ

て
み
た
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
進
歩
党
京
都
支
部
の
講
演
会
で
は
、
同
様
の
立
論
に
基
づ
き
自
由
、
進
歩
両
保
守
党

合
同
論
を
否
と
し
、
逆
に
進
歩
党
は
「
将
来
社
会
党
と
提
携
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
語
っ
た
（
朝
日
・
大
阪
1
0
．
1
7
）
。
こ
の
犬
養
の
所
論
は
、

第
九
〇
議
会
下
に
お
い
て
す
で
に
聞
明
し
た
彼
の
保
守
「
革
新
」
構
想
を
く
り
返
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
内
容
に
さ
ほ
ど
新
味
は
な
い
。
し
か
し

こ
れ
が
語
ら
れ
て
い
る
情
勢
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
、
石
橋
財
政
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
実
質
賃
金

の
低
下
）
と
軍
需
補
償
打
ち
切
り
に
伴
う
企
業
整
備
（
失
業
）
を
背
景
と
し
て
、
内
閣
打
倒
の
政
治
要
求
を
内
包
し
た
波
状
的
ゼ
ネ
ス
ト
攻
勢
で

あ
る
全
日
本
産
業
別
労
働
組
合
会
議
（
産
別
会
議
）
の
一
〇
月
闘
争
が
開
始
さ
れ
、
犬
養
の
懸
念
す
る
「
急
進
」
と
「
保
守
」
と
の
対
立
が
ま
さ

に
頂
点
に
達
す
る
気
配
を
見
せ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
高
度
な
社
会
政
策
の
採
用
と
社
会
主
義
政
党
で
あ
る
社
会
党
と
の
連
立
に
よ
っ
て
激
化

す
る
政
争
の
緩
和
を
め
ざ
す
保
守
党
の
あ
り
方
を
語
っ
た
犬
養
の
所
論
の
中
に
、
労
働
攻
勢
へ
の
対
応
の
基
調
が
そ
の
大
筋
に
お
い
て
示
さ
れ

て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
進
歩
党
総
裁
、
幣
原
喜
重
郎
（
国
務
相
）
は
、
一
〇
月
一
二
日
、
第
九
〇
議
会
閉
院
式
直
後
の
進
歩
党
代
議
士
会
で
挨
拶
し
、
野
党
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

敵
視
し
な
い
と
し
な
が
ら
も
「
今
後
共
進
歩
自
由
両
党
の
提
携
か
益
々
緊
密
に
維
持
せ
ら
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
必
要
」
と
語
る
と
と
も
に
「
少

数
者
の
横
暴
」
す
な
わ
ち
「
国
内
の
一
部
階
級
又
は
団
体
が
、
そ
の
他
の
一
般
国
民
を
圧
迫
し
、
こ
れ
を
犠
牲
と
し
て
、
自
己
の
利
益
を
図
る

に
任
か
す
」
こ
と
を
強
く
否
認
し
、
暗
に
労
働
攻
勢
を
批
判
し
た
（
国
立
国
会
図
書
館
・
幣
原
平
和
文
庫
所
蔵
資
料
「
進
歩
党
よ
り
民
主
党
へ
」
一
二
六

－
⊥
二
七
頁
）
。
さ
ら
に
、
主
に
新
憲
法
に
関
す
る
政
治
理
念
を
語
っ
た
と
さ
れ
る
一
一
月
＝
一
日
の
進
歩
党
近
畿
大
会
に
お
け
る
演
説
で
も
、

同
様
の
自
進
提
携
論
に
触
れ
た
後
、
「
国
民
一
般
の
権
利
利
益
を
保
全
し
、
擁
護
せ
む
と
す
る
立
場
よ
り
、
…
…
罷
業
権
の
濫
用
や
非
民
主
的
行

動
に
対
し
て
は
断
乎
と
し
て
糾
弾
せ
ざ
る
を
得
」
な
い
と
述
べ
た
（
幣
原
平
和
財
団
編
著
『
幣
原
喜
重
郎
』
、
非
売
品
、
一
九
五
五
年
忌
七
一
七
頁
）
。
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吉
田
内
閣
は
、
一
〇
月
二
九
日
、
閣
議
で
（
朝
日
・
大
阪
1
0
・
3
1
）
、
ω
新
憲
法
の
普
及
徹
底
、
②
教
育
制
度
の
刷
新
、
③
行
政
機
構
、
公
務
員

制
度
な
ら
び
に
そ
の
運
営
の
改
革
、
ω
地
方
自
治
の
確
立
、
㈲
産
業
経
済
の
再
建
、
⑥
労
働
問
題
の
解
決
お
よ
び
民
生
の
安
定
、
を
内
容
と
す

る
基
本
施
策
を
決
定
し
、
新
憲
法
公
布
の
翌
一
一
月
四
日
、
こ
れ
を
政
府
声
明
と
し
て
発
表
し
た
（
同
前
1
1
・
5
）
。
　
こ
の
中
で
、
と
く
に
⑥
の

う
ち
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
労
働
対
策
に
関
し
て
、
二
部
少
数
者
の
独
裁
的
指
導
に
よ
る
組
合
精
神
よ
り
の
逸
脱
を
排
除
し
つ
鼠
、
健
全
な
労

働
運
動
の
自
主
的
発
展
を
図
る
」
（
内
閣
官
房
編
『
内
閣
制
度
九
十
年
資
料
集
』
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
七
六
年
、
七
八
七
頁
）
と
記
し
、
産
別
会
議
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
労
働
運
動
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
強
硬
姿
勢
を
示
し
た
。
『
毎
日
』
（
1
1
・
5
）
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
基
本
施
策
に
関
し
て
、
自
進
両
党
は
「
終
始
足

並
を
揃
へ
て
労
働
組
合
の
政
治
運
動
化
を
否
定
」
し
て
い
た
関
係
上
「
政
府
声
明
中
落
鼠
の
的
で
あ
る
労
働
問
題
」
に
つ
い
て
の
「
政
府
の
態

度
に
満
足
の
意
を
表
明
し
て
ゐ
」
た
。
事
実
、
進
歩
党
で
は
、
幣
原
総
裁
を
は
じ
め
、
一
松
定
吉
逓
相
、
斉
藤
隆
夫
国
務
相
、
田
中
萬
逸
幹
事

長
な
ど
党
の
要
路
の
参
加
を
得
て
、
二
千
人
の
参
加
の
下
、
　
一
一
月
＝
一
日
に
開
か
れ
た
進
歩
党
近
畿
大
会
で
は
、
「
国
体
護
持
の
た
め
共
産

主
義
を
排
撃
、
政
府
の
六
大
基
本
施
策
の
実
施
に
協
力
」
と
の
宣
言
が
採
択
さ
れ
て
い
る
（
朝
日
・
大
阪
1
1
・
1
3
）
。
基
本
施
策
に
対
す
る
進
歩
党

内
の
空
気
を
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
だ
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
そ
の
一
半
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
毎
日
』
（
同
前
）
は
、
続
け
て
記
す
。

　
　
「
…
…
進
歩
党
と
し
て
は
政
府
が
単
独
に
現
下
の
労
働
組
合
運
動
を
一
部
少
数
者
の
独
裁
的
指
導
で
あ
る
と
簡
単
に
片
附
け
て
み
る
ζ
と
に
対
し
て
は
幾
分

　
批
判
的
で
あ
る
。
自
由
、
進
歩
両
党
内
の
一
部
革
新
分
子
の
中
に
は
こ
の
程
度
の
声
明
で
は
完
全
な
賛
意
を
表
し
得
な
い
と
す
る
も
の
も
あ
り
、
単
な
る
作
．

　
文
政
治
で
は
こ
の
窮
状
は
救
済
出
来
な
い
と
し
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
は
監
視
態
度
を
も
つ
て
み
る
」
。

　
こ
こ
に
言
う
自
註
両
党
内
の
二
部
革
新
分
子
」
と
は
、
自
由
党
の
場
合
、
こ
の
時
期
、
党
内
民
主
化
の
要
求
を
掲
げ
て
政
務
調
査
会
長
芦

田
均
の
下
に
ま
と
ま
り
始
め
て
い
た
少
壮
代
議
士
た
ち
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
進
歩
党
の
そ
れ
が
犬
養
ら
少
壮
派
の
こ
と
を
含
意
す

・
も
の
で
あ
・
・
と
警
う
ま
で
も
な
い
・
し
か
も
・
次
節
で
見
る
よ
う
に
彼
ら
は
・
の
覇
進
歩
党
の
労
働
肇
を
牽
引
し
て
い
た
と
思
わ
醐

れ
る
。
『
毎
日
』
の
こ
の
記
述
よ
り
、
進
歩
党
少
壮
派
が
、
吉
田
内
閣
の
基
本
施
策
の
眼
目
と
も
言
う
べ
き
労
働
政
策
に
対
し
て
、
保
守
「
革
　
8
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新
」
的
立
場
か
ら
す
る
批
判
を
も
っ
て
い
た
様
を
窺
っ
て
も
大
過
あ
る
ま
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
基
本
施
策
の
声
明
は
、
　
一
般
に
病
田
内
閣
が
「
引
つ
づ
き
政
局
担
当
の
決
意
を
端
的
に
閾
明
し
た
も
の
」
（
毎
日
1
！
・
6
）

と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
社
会
党
は
直
ち
に
、
こ
の
基
本
施
策
の
う
ち
、
と
り
わ
け
、
㈲
産
業
経
済
の
再
建
と
⑥
労
働
問
題
の
解

決
お
よ
び
民
生
の
安
定
は
「
資
本
主
義
理
念
、
労
資
協
調
方
策
を
も
っ
て
実
施
の
根
本
基
調
と
す
る
吉
圏
内
閣
に
よ
っ
て
は
と
う
て
い
実
施
を

期
し
得
」
な
い
と
し
、
議
会
の
解
散
を
要
求
す
る
声
明
を
発
表
し
た
（
朝
日
・
大
阪
1
1
・
5
）
。
こ
の
社
会
党
の
態
度
に
協
同
民
主
党
が
同
調
し
、

内
閣
打
倒
を
声
明
し
た
共
産
党
（
労
働
省
編
『
資
料
労
働
運
動
史
昭
和
二
〇
⊥
一
一
年
』
、
労
務
行
政
研
究
所
、
一
九
五
一
年
、
九
六
〇
頁
）
も
原
則
的

に
賛
成
し
た
（
毎
日
同
前
）
。
こ
の
時
風
屠
す
べ
き
は
、
北
進
両
党
内
に
、
社
会
党
を
加
え
た
連
立
内
閣
を
志
向
す
る
「
一
部
幹
部
」
の
存
在
が

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
同
前
）
。
芦
田
や
犬
養
ら
の
こ
と
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。
し
か
も
、
犬
養
ら
に
は
、
労
働
攻
勢
へ
の
対

処
に
加
え
て
、
社
会
党
に
歩
み
寄
ら
ざ
る
を
得
な
い
も
う
一
つ
の
事
情
が
あ
っ
た
。
公
職
追
放
範
囲
の
拡
大
に
伴
う
地
方
公
共
団
体
の
公
職
へ

の
公
職
追
放
令
の
適
用
、
い
わ
ゆ
る
地
方
公
職
追
放
で
あ
る
。

　
八
月
二
〇
日
、
G
H
Q
の
民
政
局
（
G
S
）
か
ら
公
職
追
放
の
地
方
お
よ
び
経
済
界
へ
の
拡
張
計
画
立
案
命
令
覚
書
を
受
け
て
以
来
準
備
を
本

格
化
さ
せ
た
政
府
は
、
　
一
一
月
八
日
、
「
地
方
公
職
に
対
す
る
追
放
覚
書
の
適
用
に
関
す
る
件
」
を
発
表
し
、
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
帝
国
議

会
議
員
、
官
吏
、
國
策
会
祉
な
ど
の
主
要
役
員
に
対
す
る
公
職
追
放
令
の
範
囲
を
拡
大
し
、
地
方
議
会
の
議
員
、
知
事
・
市
区
町
村
長
、
農
地

委
員
、
町
内
会
長
、
部
落
会
長
な
ど
に
も
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
た
（
今
枝
信
夫
編
『
戦
後
自
治
史
M
　
公
職
追
放
』
、
自
治
大
学
校
、
一
九
六
四

年
、
一
五
九
－
二
一
三
頁
）
。
こ
の
結
果
、
大
政
翼
賛
会
や
翼
賛
壮
年
団
の
地
方
幹
部
及
び
在
郷
軍
人
会
の
地
方
分
会
有
力
者
な
ど
軍
国
主
義
者

乃
至
極
端
な
国
家
主
義
者
が
地
方
政
界
か
ら
一
掃
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
朝
日
・
大
阪
1
1
・
9
）
。
そ
の
該
当
者
は
＝
ハ
万
三
千
名
を
上
回
る
莫

大
な
数
に
も
達
す
る
と
み
ら
れ
、
ま
た
こ
の
追
放
該
当
に
よ
り
次
の
選
挙
に
は
出
馬
で
き
な
い
現
代
議
士
も
約
八
○
名
生
じ
（
同
前
1
1
・
1
0
）
、

中
央
政
界
に
与
え
る
影
響
も
無
視
し
難
か
っ
た
。

　
こ
の
追
放
で
最
も
痛
撃
を
受
け
た
の
は
、
自
窪
溜
保
守
党
で
あ
り
、
中
で
も
進
歩
党
の
そ
れ
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
『
読
売
』
（
1
1
．
1
2
）
に
よ
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れ
ば
、
地
方
公
職
追
放
で
予
想
さ
れ
る
社
会
、
共
産
の
「
急
進
陣
営
」
の
攻
勢
へ
の
進
歩
党
の
対
応
の
仕
方
に
は
対
照
的
な
二
つ
が
見
ら
れ
る

と
言
う
。
そ
の
一
つ
は
、
自
進
合
同
に
向
け
て
の
動
き
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
、
秋
田
、
山
梨
、
兵
庫
で
は
、
両
党
支
部
が

「
合
同
し
て
選
挙
戦
へ
の
体
制
を
確
立
し
」
（
秋
田
民
主
ク
ラ
ブ
、
山
梨
民
主
党
、
兵
庫
民
主
ク
ラ
ブ
）
、
大
阪
で
も
同
様
の
動
き
（
大
阪
民
主
ク
ラ
ブ
）

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
動
き
は
「
地
方
選
へ
の
便
宜
的
意
味
か
ら
の
み
で
そ
の
合
同
が
可
能
だ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
い
ひ
得

な
い
清
勢
に
あ
る
」
と
も
言
わ
れ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
地
方
幹
部
級
の
追
放
を
機
に
青
年
層
獲
得
の
た
め
「
更
に
…
…
『
左
』
に
移
行
す
る
結

果
、
自
由
党
と
の
閥
に
画
然
と
し
た
一
線
が
引
か
れ
る
で
あ
ら
う
」
と
言
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
犬
養
総
務
会
長
が
「
積
極
的
に
意
図
す
る

と
こ
ろ
」
で
あ
り
、
「
政
局
の
動
向
を
見
透
し
て
す
で
に
次
期
政
権
を
計
算
に
い
れ
て
の
も
の
玉
や
う
」
だ
と
さ
れ
る
。
「
次
期
政
権
」
と
は
お

そ
ら
く
社
会
党
と
の
何
ら
か
の
形
で
の
連
立
政
権
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
『
読
売
』
（
1
1
．
1
0
）
に
は
、
こ
の
追
放
に
よ
る
中
堅
層
の
喪
失
に
対

処
す
る
た
め
、
進
歩
党
で
は
犬
養
を
中
心
に
、
新
人
代
議
士
を
動
員
し
て
第
九
一
議
会
の
開
会
ま
で
に
全
國
的
遊
説
を
行
う
こ
と
に
し
た
り
、

一
一
月
八
日
に
は
進
歩
党
本
部
で
、
青
年
部
の
発
会
式
を
行
う
な
ど
し
て
、
青
年
層
を
獲
得
し
て
社
会
党
の
地
盤
に
進
出
し
よ
う
と
努
力
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

一
方
、
　
「
社
会
党
の
進
出
を
予
想
し
て
社
会
党
と
の
連
携
を
可
能
と
す
る
情
勢
の
出
現
を
希
望
し
て
み
る
模
様
し
と
あ
る
。

　
以
上
見
た
よ
う
に
、
一
〇
月
闘
争
下
に
あ
っ
て
、
犬
養
ら
進
歩
党
少
壮
派
は
、
幣
原
な
ど
の
党
の
要
路
の
示
し
た
政
治
姿
勢
、
す
な
わ
ち
、

労
働
攻
勢
へ
の
対
決
姿
勢
や
自
軍
提
携
論
と
い
う
政
権
構
想
と
は
極
め
て
対
照
的
に
、
社
会
政
策
（
労
働
政
策
）
を
前
面
に
押
し
出
し
つ
つ
社
会

党
と
の
提
携
を
は
か
る
と
い
う
政
争
（
階
級
闘
争
）
緩
和
策
を
打
ち
出
し
た
。
一
方
、
自
由
党
内
に
は
、
こ
の
犬
養
の
保
守
「
革
新
」
的
政
策
構

想
を
共
有
す
る
人
物
と
し
て
、
後
に
民
主
党
結
成
に
当
た
っ
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
す
芦
田
均
の
存
在
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
社
会
党
と
の
連

立
政
権
と
い
う
犬
養
の
構
想
に
限
っ
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
、
地
方
公
職
追
放
と
い
う
仮
借
な
い
占
領
改
革
の
実
施
に
よ
っ
て
衰
微
し
行
く
党
勢

を
盛
り
返
す
窮
余
の
一
策
と
し
て
の
性
格
を
も
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
闘
争
か
ら
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
労
働
攻
勢
を
受
け
て
激
し
く

揺
ら
ぐ
政
局
の
中
で
、
社
会
政
策
（
労
働
政
策
）
を
前
面
に
押
し
出
す
か
否
か
、
社
会
主
義
政
党
と
の
連
立
に
本
腰
を
入
れ
る
か
否
か
、
進
歩
党

と
い
う
保
守
党
内
に
お
け
る
守
旧
と
「
革
新
」
を
分
け
隔
つ
こ
の
分
水
嶺
が
い
か
に
拡
大
し
、
深
化
し
て
行
く
の
か
順
次
見
て
い
こ
う
。
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2
　
労
働
政
策
の
実
相

　
熾
烈
な
労
働
攻
勢
の
中
で
提
示
さ
れ
た
進
歩
党
少
壮
派
の
労
働
政
策
を
、
少
壮
派
の
中
心
的
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
る
川
崎
秀
二
の
労
働
関

係
調
整
法
案
の
国
会
審
議
過
程
で
の
発
言
と
一
〇
月
闘
争
中
「
最
も
世
人
の
選
言
を
ひ
い
た
」
（
末
弘
厳
太
郎
『
日
本
労
働
組
合
運
動
史
－
決
定

版
⊥
、
中
央
公
論
社
、
一
九
五
四
年
、
一
六
一
頁
）
大
争
議
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
後
の
労
働
組
合
運
動
の
賃
金
要
求
の
モ
デ
ル
と
な
る
賃
金
体

系
（
電
産
型
賃
金
体
系
）
を
獲
得
し
た
こ
と
で
も
有
名
な
電
産
争
議
に
対
す
る
彼
ら
の
対
応
を
取
り
上
げ
検
討
す
る
。

　
労
働
組
合
法
の
成
立
と
と
も
に
そ
の
制
定
が
課
題
と
な
っ
た
労
働
関
係
調
整
法
は
、
公
聴
会
を
含
む
労
務
法
制
審
議
会
の
検
討
を
経
て
、
七

月
一
二
日
、
政
府
案
が
、
第
九
〇
議
会
に
提
出
さ
れ
、
往
会
党
を
は
じ
め
各
野
党
の
反
対
を
受
け
た
が
、
九
月
六
日
、
衆
議
院
に
お
い
て
労
働

基
準
法
と
の
同
時
施
行
を
意
味
す
る
付
帯
決
議
を
付
さ
れ
て
可
決
さ
れ
、
九
月
一
一
一
β
、
貴
族
院
を
通
過
、
九
月
二
七
日
、
公
布
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
後
述
の
電
産
争
議
に
際
し
て
、
政
府
に
よ
り
強
行
施
行
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
法
案
の

審
議
は
一
〇
月
闘
争
よ
り
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
同
時
に
そ
れ
へ
の
対
応
を
あ
ら
か
じ
め
語
っ
た
も
の
と
も
見
ら
れ
、
検
討
に
値
す
る
と

思
わ
れ
る
。

　
川
崎
は
、
衆
議
院
労
働
関
係
調
整
法
案
委
員
会
の
進
歩
党
委
員
の
一
人
と
し
て
、
七
月
一
四
日
の
本
会
議
と
、
七
月
一
八
日
、
二
〇
日
、
八

月
一
六
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
同
法
に
賛
成
の
立
場
を
示
す
と
と
も
に
、
広
く
労
働
問
題
一
般
に
つ
い
て
所
見
を
述
べ
て
い
る
。
川
崎
の
発

言
は
、
必
ず
し
も
体
系
だ
っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
骨
子
は
次
の
よ
う
に
要
略
で
き
よ
う
。
（
以
下
、
川
崎
発
言
の
内
容
は
、
「
官
報
号
外
昭

和
一
二
年
七
月
一
四
日
　
第
九
〇
回
帝
国
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
＝
ハ
号
　
労
働
関
係
調
整
法
案
　
第
一
読
会
」
（
本
、
と
略
す
）
、
「
第
九
〇
回
帝
国
護
会

衆
議
院
労
働
関
係
調
整
法
案
委
員
会
議
録
（
速
記
）
」
（
委
、
と
略
す
）
第
二
回
、
七
月
一
八
日
、
及
び
、
同
気
三
回
、
七
月
二
〇
日
、
同
第
＝
回
、
八
月
一
六

日
、
に
よ
る
。
）

　
ま
ず
第
一
に
、
川
崎
が
、
占
領
改
革
に
よ
り
法
的
確
立
を
見
た
労
働
基
本
権
を
是
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
川
崎
は
、
労
働
組
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合
法
に
つ
い
て
「
我
が
国
労
働
運
動
ノ
史
上
二
画
期
的
ナ
ル
」
も
の
と
の
評
価
を
与
え
た
う
え
で
、
同
法
施
行
以
後
、
労
働
者
が
「
団
結
ノ
カ

ヲ
以
テ
自
ラ
ノ
生
活
ヲ
護
り
、
勤
労
ノ
結
果
ト
シ
テ
ノ
当
然
ノ
生
活
保
障
、
待
遇
ノ
向
上
改
善
ヲ
自
ラ
ノ
カ
ニ
依
ツ
テ
解
決
致
シ
、
基
本
的
人

権
ノ
確
立
ヲ
目
指
シ
、
自
覚
ア
ル
風
潮
ヲ
見
、
組
合
ノ
自
由
ナ
ル
発
展
ヲ
見
ル
」
に
至
っ
た
こ
と
は
「
往
昔
ヲ
顧
ミ
テ
感
慨
二
堪
ヘ
ヌ
」
と
述

べ
、
同
法
の
謳
う
団
結
権
お
よ
び
団
体
交
渉
権
へ
の
賛
意
を
表
明
す
る
。
ま
た
前
年
末
以
降
頻
発
す
る
労
働
争
議
が
「
産
業
再
開
ノ
停
頓
」
を

来
す
こ
と
を
「
倶
レ
し
つ
つ
も
、
「
頭
カ
ラ
労
働
争
議
ヲ
敵
視
シ
テ
考
ヘ
ル
ノ
ハ
断
ジ
テ
過
チ
デ
ア
ル
」
と
述
べ
、
争
議
権
に
つ
い
て
の
理
解

が
あ
る
こ
と
を
偲
ば
せ
る
。
さ
ら
に
「
労
働
問
題
ノ
健
全
ナ
ル
基
盤
し
を
「
確
立
」
す
る
た
め
に
は
「
労
働
者
ノ
最
低
賃
金
、
就
業
時
間
等
ノ

労
働
条
件
ノ
最
低
限
度
ヲ
規
定
シ
テ
、
働
ク
者
ノ
生
活
ヲ
保
障
ス
ル
コ
ト
」
が
「
絶
対
必
要
デ
ア
ル
」
と
述
べ
、
労
働
保
護
法
（
労
働
基
準
法
）

の
欄
定
を
力
説
し
て
い
る
（
本
及
び
委
8
・
1
6
）
。
こ
こ
に
生
存
権
に
つ
い
て
の
認
識
を
読
み
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。

　
も
っ
と
も
、
川
崎
が
、
労
働
基
本
権
を
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
中
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
二
〇
世
紀
的
人
権
と
し
て
の
生
存
権
的
基
本
権
（
社

会
権
）
に
属
す
る
も
の
と
し
て
無
条
件
に
承
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
川
崎
は
、
労
働
組
合

法
施
行
以
後
の
労
働
組
合
の
全
国
的
発
展
を
高
く
評
価
す
る
が
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
労
働
組
合
が
「
敗
戦
日
本
ノ
経
済
再
建
ノ
上
二
偉
大
ナ

ル
役
割
ヲ
演
ジ
ツ
鼠
」
あ
れ
ば
こ
そ
「
喜
ビ
ニ
堪
ヘ
ナ
イ
」
（
本
）
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
労
働
関
係
調
整
法
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
弾
圧
法
規

で
は
な
い
こ
と
を
力
説
し
は
す
る
も
の
の
、
公
益
の
た
め
の
争
議
行
為
の
制
限
と
い
う
同
法
案
の
一
方
の
趣
意
に
つ
い
て
は
一
点
の
疑
心
も
抱

か
な
い
（
同
前
及
び
委
8
・
1
6
）
。
ま
た
、
労
働
保
護
法
（
勢
働
基
準
法
）
の
制
定
を
主
張
す
る
理
由
に
「
争
議
行
為
ヲ
真
二
予
防
シ
テ
之
ヲ
解
決
ス

ル
為
」
と
か
「
生
産
ノ
再
開
」
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
な
い
（
本
）
。
要
す
る
に
、
川
崎
の
労
働
基
本
権
の
承
認
は
、
生
産
的
視
点

に
強
く
動
機
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
ま
た
大
き
な
限
界
を
見
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
第
二
は
、
曲
が
り
な
り
に
も
こ
の
よ
う
に
労
働
基
本
権
を
承
認
さ
れ
て
活
動
を
始
め
た
労
働
組
合
運
動
が
政
治
的
に
穏
健
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
川
崎
は
、
一
部
の
労
働
組
合
が
「
常
二
特
定
政
党
ノ
看
板
ヲ
旛
」
い
だ
り
「
政
党
ノ
地
盤
競
争
ノ
具
二
手
セ
」

ら
れ
た
り
「
偏
ツ
タ
政
党
的
色
彩
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
強
い
懸
念
を
示
す
（
本
）
。
し
か
も
興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
川
崎
の
懸
念
の
論
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拠
と
し
て
「
中
道
」
と
言
う
G
H
Q
の
労
働
政
策
の
枠
組
み
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
川
崎
は
、
日
本
国
内
で
は
「
或
ル
種
ノ
左
翼
分

子
」
が
「
曾
テ
ノ
右
翼
ガ
ヤ
ッ
タ
ヤ
ウ
ニ
大
衆
ノ
軍
隊
的
組
織
化
ヲ
図
ル
目
的
デ
労
働
運
動
ノ
指
導
権
ヲ
握
ラ
ウ
ト
努
メ
テ
居
ル
」
と
い
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

七
月
一
五
日
の
G
H
Q
渉
外
局
（
p
R
o
）
の
発
表
や
、
「
日
本
ノ
労
働
運
動
ハ
極
右
極
左
ノ
何
レ
モ
採
ラ
ズ
、
中
道
ヲ
歩
ム
コ
ト
が
望
マ
シ
イ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
述
べ
た
と
さ
れ
る
、
七
月
一
〇
日
の
対
日
理
事
会
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
代
表
ア
チ
ソ
ン
の
発
言
を
引
い
た
上
で
、
「
私
ハ
労
働
組
合
が
真
二

民
主
的
二
輪
ク
ナ
ラ
バ
、
ソ
レ
ハ
ド
ノ
ヤ
ウ
ナ
主
義
デ
モ
差
支
ヘ
ナ
イ
…
…
併
シ
ナ
ガ
ラ
現
在
ノ
極
左
翼
ノ
労
働
組
舎
二
対
ス
ル
動
キ
ハ
是
等

ノ
点
二
於
テ
確
カ
ニ
調
子
ヲ
失
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ハ
ナ
イ
カ
ト
思
フ
」
と
し
、
「
労
働
組
合
ノ
健
全
ナ
ル
発
達
ノ
為
ニ
ハ
極
お
、
極
左
ノ
何
レ
ヲ

モ
採
ラ
ズ
、
一
党
一
派
馬
偏
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
労
働
組
合
運
動
が
逞
マ
シ
ク
発
展
シ
テ
行
」
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
（
委
7
・
1
8
）
。
川

崎
の
言
う
「
極
左
翼
」
が
、
共
産
党
の
強
い
影
響
を
受
け
つ
つ
産
別
会
議
の
結
成
へ
と
発
展
し
て
い
く
労
働
運
動
の
潮
流
を
指
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
G
H
Q
の
「
中
道
」
と
言
う
占
領
改
革
の
枠
組
み
を
楯
に
共
産
主
義
運
動
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
彼
ら

の
政
治
姿
勢
を
看
取
で
き
る
。

　
第
三
は
、
川
崎
が
、
戦
後
の
経
済
再
建
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
協
力
的
労
使
関
係
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
際
、
資
本
家
・
使
用
老
側
に
も
経
営
の
刷
新
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
「
此
ノ
時
代
二
子
キ
マ
シ
テ
、
自
覚
ト
反
省

ハ
資
本
家
や
使
用
者
側
二
於
テ
更
二
強
烈
デ
ナ
ヶ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
、
利
潤
ヲ
追
求
ス
ル
コ
ト
ニ
ノ
ミ
汲
々
タ
ル
従
来
ノ
金
儲
ケ
主
義
ノ
資
本
家

が
残
存
ス
ル
ナ
ラ
バ
、
是
等
一
世
界
ノ
産
業
界
カ
ラ
厳
重
二
之
ヲ
監
視
シ
、
国
民
ノ
圧
力
ヲ
以
テ
之
ヲ
封
ジ
込
マ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
フ
」

と
。
か
く
し
て
川
崎
は
、
「
労
働
者
ノ
逞
シ
キ
且
ッ
自
覚
ア
ル
行
動
」
と
「
正
シ
キ
企
業
経
営
工
進
歩
的
ナ
見
解
ヲ
持
ッ
資
本
家
」
が
各
々
の
立

場
で
堂
々
と
見
解
を
主
張
し
、
恥
ず
か
し
く
な
い
行
動
を
と
り
「
渾
然
一
体
ガ
ツ
チ
リ
ト
協
力
」
し
て
初
め
て
「
産
業
再
開
」
も
「
民
間
企
業

ノ
発
展
」
も
可
能
と
な
る
と
説
く
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
関
係
調
整
法
制
定
の
意
義
は
、
労
使
双
方
が
「
『
フ
ェ
ヤ
・
プ
レ
ー
』
ノ
精
神
」
で

労
働
組
合
運
動
の
「
正
常
ナ
ル
『
ル
ー
ル
』
」
を
敷
き
、
労
働
意
欲
の
向
上
を
前
提
と
し
た
「
自
立
的
労
働
秩
序
」
と
も
言
う
べ
き
「
大
道
」

を
開
く
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
（
本
）
。
川
崎
が
岡
法
案
の
中
味
に
つ
い
て
、
労
働
委
員
会
の
民
主
的
な
構
成
と
運
営
に
特
に
関
心
を
払
っ
た
り
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労働攻勢と進歩党少壮派（三川）

（
委
7
・
1
8
）
、
経
営
協
議
会
の
性
格
の
基
準
や
法
制
化
の
意
思
の
存
否
に
つ
い
て
政
府
に
質
疑
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
（
本
）
の
は
、
右
の
労
使

関
係
構
想
に
基
づ
く
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
結
局
、
労
働
関
係
調
整
法
案
の
国
会
審
議
過
程
に
お
け
る
川
崎
秀
二
の
発
言
を
通
し
て
窺
い
得
た
進
歩
党
少
壮
派
の
労
働
政
策
と
は
、
生
産

的
視
点
に
限
界
付
け
な
が
ら
も
、
概
ね
労
働
基
本
権
を
承
認
し
、
同
時
に
そ
の
権
利
を
得
て
活
発
に
活
動
を
始
め
た
労
働
組
合
運
動
を
G
H
Q

の
言
う
極
右
極
左
を
排
し
た
「
中
道
政
治
」
の
枠
内
に
押
し
と
ど
め
、
一
方
、
資
本
家
・
使
用
者
側
に
も
経
営
の
刷
新
を
迫
り
、
協
力
的
で
安

定
的
な
労
使
関
係
を
確
立
し
、
引
い
て
は
そ
れ
を
戦
後
の
経
済
再
建
に
禅
益
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
、
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
彼
ら
の
労

働
政
策
は
、
電
産
争
議
と
い
う
現
実
の
争
議
へ
の
対
応
策
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
な
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
周
知
の
よ
う
に
電
産
争
議
は
、
九
月
一
六
日
、
日
本
電
気
産
業
労
働
組
合
協
議
会
（
電
産
協
）
に
よ
る
、
①
電
気
事
業
に
対
す
る
官
僚
統
制
の

撤
廃
と
発
送
配
電
事
業
の
全
国
一
元
化
、
②
生
活
費
を
規
準
と
す
る
最
低
賃
金
欄
確
立
、
③
退
職
金
規
定
の
改
訂
、
の
三
項
目
の
要
求
申
し
入

れ
か
ら
始
ま
っ
た
。
日
本
発
送
電
並
び
に
九
配
電
会
社
首
脳
者
団
と
商
工
省
を
相
手
に
し
た
交
渉
は
、
電
墨
堤
の
要
求
す
る
基
本
賃
金
（
生
活

保
証
給
の
う
ち
本
人
給
最
低
一
七
歳
以
下
五
〇
〇
円
、
能
力
給
平
均
八
○
○
円
等
）
の
諾
否
を
争
点
に
、
そ
の
後
決
裂
し
た
。
電
産
量
の
要
求
は
、
従
業

員
の
生
計
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
た
生
活
給
を
ベ
ー
ス
に
し
た
賃
金
体
系
に
依
拠
し
て
い
た
。
一
〇
月
八
日
、
電
産
協
は
闘
争
宣
言

を
発
し
、
一
〇
月
一
九
日
夕
に
は
、
全
国
に
五
分
間
の
停
電
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
た
。
こ
れ
に
対
し
政
府
は
、
一
〇
月
コ
ニ
日
、
労
働
関
係

調
整
法
を
繰
り
上
げ
実
施
し
、
一
〇
月
一
九
日
、
中
央
労
働
委
員
会
の
調
停
に
付
す
こ
と
を
決
定
し
た
が
、
電
産
協
は
強
制
調
停
を
拒
否
し
て

再
び
停
電
戦
術
を
打
ち
出
し
、
事
態
は
急
迫
し
た
。
し
か
し
、
政
府
お
よ
び
司
法
当
局
が
弾
圧
態
勢
を
と
っ
た
こ
と
に
加
え
G
H
Q
の
動
き
も

あ
り
、
二
五
B
以
降
電
産
協
の
態
度
が
軟
化
し
、
中
労
委
の
斡
旋
・
調
停
に
衆
目
が
注
が
れ
た
。

　
だ
が
、
一
一
月
五
日
、
電
産
協
側
の
要
求
を
基
本
に
し
た
中
労
委
の
調
停
案
が
示
さ
れ
る
と
、
政
府
は
、
増
額
賃
金
の
他
産
業
へ
の
影
響
波

及
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
誘
発
を
主
な
理
由
と
し
て
即
日
こ
れ
を
否
認
し
た
。
こ
れ
に
対
し
末
弘
厳
太
郎
中
労
委
会
長
代
理
（
調
停
委
員
長
）
は
、
翌

日
、
議
会
解
散
・
総
選
挙
要
求
を
折
り
込
ん
だ
声
明
を
出
し
て
こ
の
政
府
の
態
度
を
批
判
し
、
争
議
は
果
然
政
治
問
題
化
し
た
。
他
の
労
働
組
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合
や
、
往
、
共
両
党
が
政
府
に
猛
撃
を
加
え
た
の
は
言
う
に
及
ば
ず
、
イ
ン
フ
レ
に
悩
む
世
上
も
電
産
協
側
に
同
情
的
で
、
政
府
の
政
治
責
任

追
及
の
声
が
に
わ
か
に
強
く
な
っ
た
。
ま
た
G
H
Q
経
済
科
学
局
（
E
S
s
）
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
局
長
も
、
一
一
月
八
日
、
膳
桂
之
助
経
済
安
定
本

部
長
官
に
対
し
て
「
日
本
政
府
が
労
委
之
調
停
案
を
覆
す
が
如
き
声
明
を
発
し
た
こ
と
は
プ
レ
メ
チ
ュ
ア
〈
早
計
〉
で
あ
る
」
と
い
う
判
断
を

示
し
て
い
た
（
外
務
省
編
『
初
期
対
日
占
領
政
策
ω
1
朝
海
浩
一
郎
報
告
書
一
1
』
、
二
〇
三
頁
）
。

　
こ
の
よ
う
に
電
産
争
議
が
政
治
問
題
化
す
る
と
、
進
歩
党
も
こ
の
問
題
へ
の
態
度
表
明
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
犬
養
ら
少
壮
派
の
動
き
を
見

よ
う
。
『
朝
日
大
阪
』
（
1
1
・
7
）
は
、
進
歩
党
の
首
脳
部
の
中
に
は
政
府
声
明
支
持
の
空
気
が
か
な
り
強
い
が
、
犬
養
は
、
石
黒
武
重
、
小
坂

善
太
郎
ら
と
と
も
に
、
電
気
事
業
お
よ
び
他
産
業
の
経
営
者
従
業
員
代
表
の
意
見
を
聴
き
、
調
停
案
の
賃
金
の
妥
当
性
や
他
産
業
へ
の
影
響
虐

研
究
し
て
か
ら
党
の
態
度
を
表
明
し
た
い
と
の
意
向
を
持
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
小
坂
に
よ
れ
ぽ
、
こ
れ
は
「
わ
れ
は
中
庸
の
道
を
歩
ま

ん
」
と
い
う
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
「
電
産
の
連
中
は
社
会
党
に
行
っ
た
時
よ
り
も
邊
か
に
身
の
あ
る
話
が
で
き
た
し
、
聞
い
て
頂

け
た
と
喜
ん
だ
」
と
い
う
（
小
坂
善
太
郎
『
新
し
き
国
の
息
吹
き
を
求
め
て
』
、
講
談
社
、
一
九
六
〇
年
、
四
一
二
頁
）
。
『
読
売
』
（
1
1
・
1
2
）
に
は
、
時

日
は
不
詳
だ
が
、
犬
養
を
は
じ
め
、
政
調
関
係
者
、
小
坂
、
川
崎
秀
二
が
中
心
と
な
り
電
産
争
議
に
対
す
る
進
歩
党
の
態
度
の
叩
き
台
が
決
定

さ
れ
、
幣
原
総
裁
や
河
合
良
成
厚
相
を
通
じ
て
政
府
と
折
衝
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
間
一
一
月
一
二
日
に
は
、
政
府
に
よ
り
給
与
審
議
会
の
設
置
や
総
合
所
得
税
な
ど
の
税
制
改
革
等
の
公
約
が
な
さ
れ
る
が
、

争
議
を
め
ぐ
る
労
使
の
交
渉
は
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
た
。
労
調
法
の
規
定
す
る
冷
却
期
間
を
過
ぎ
て
再
び
ス
ト
態
勢
を
整
え
た
電
産
協
は
、
一

一
月
二
八
日
、
一
二
月
二
日
を
期
し
て
全
国
的
規
模
の
停
電
ス
ト
に
入
る
旨
宣
言
し
た
。
差
し
迫
っ
た
情
勢
の
中
で
各
政
党
は
再
び
態
度
表
明

を
強
い
ら
れ
た
。
進
歩
党
は
、
一
一
月
二
八
日
、
労
働
問
題
に
対
す
る
党
の
基
本
方
針
を
「
①
政
府
と
経
営
者
な
ら
び
に
労
働
者
と
の
協
議
に

よ
る
科
学
的
根
拠
に
た
つ
賃
金
体
系
の
確
立
お
よ
び
そ
れ
ま
で
の
応
急
的
措
置
の
実
行
　
②
経
営
合
理
化
の
断
行
　
⑧
企
業
、
経
営
首
脳
部
組

織
の
改
革
（
経
理
の
公
開
、
勤
労
者
代
表
の
経
営
参
加
）
　
④
電
気
産
業
労
働
者
が
他
の
企
業
労
働
者
に
比
し
て
高
給
な
る
こ
と
の
再
検
討
　
⑤

政
治
ス
ト
の
否
定
」
（
朝
日
・
大
阪
1
1
・
2
9
）
と
決
定
し
、
さ
ら
に
こ
の
方
針
に
基
づ
い
て
自
由
党
と
の
共
同
声
明
を
作
成
、
二
九
日
に
発
表
し
た
。
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声
明
は
、
「
ゼ
ネ
ス
ト
実
行
の
宣
言
」
の
発
表
を
「
産
業
再
建
に
一
大
暗
影
を
投
ず
る
」
も
の
と
し
て
「
遺
憾
」
と
し
、
そ
の
中
止
を
「
勧
告
」

す
る
こ
と
を
基
本
内
容
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
際
、
労
働
者
と
の
協
議
に
よ
る
「
合
理
的
生
産
賃
金
の
基
準
」
の
速
や
か
な
る
確
立
と
そ
れ
ま

で
の
間
の
「
経
過
的
措
置
」
の
協
定
を
提
言
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
側
に
は
「
労
働
運
動
の
真
意
義
の
徹
底
と
文
化
的
水
準
の
高
揚
」
、
経

営
者
側
に
は
「
経
営
の
合
理
化
」
の
断
行
と
「
経
理
の
公
開
、
協
議
会
の
活
用
等
そ
の
企
業
経
営
形
態
の
刷
新
」
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
て
い
た

（
毎
日
1
1
・
3
0
）
。
自
由
党
政
調
会
長
の
芦
田
は
、
こ
の
共
同
声
明
に
つ
い
て
「
自
由
党
は
依
然
と
し
て
右
翼
張
り
だ
が
、
進
歩
党
案
が
出
た
の

で
救
は
れ
た
」
（
芦
田
手
帳
1
1
・
2
9
）
と
記
し
た
。
進
歩
党
少
壮
派
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
記
述
で
あ
る
。

　
電
産
争
議
は
、
こ
の
後
、
一
一
月
二
九
日
か
ら
三
〇
日
に
か
け
て
、
G
H
Q
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
思
し
き
中
労
委
の
斡
旋
が
行
わ
れ
、

能
力
給
が
四
〇
〇
円
に
な
っ
た
ほ
か
は
組
合
側
の
要
求
を
ほ
ぼ
認
め
た
仮
協
定
に
達
し
、
一
二
月
二
日
か
ら
の
全
国
停
電
は
回
避
さ
れ
、
最
終

的
に
一
二
月
二
一
日
正
式
調
印
、
解
決
の
運
び
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
電
産
協
は
、
生
活
給
を
基
本
と
し
て
能
力
給
を
加
味
し
、
原
則
的
に
は

ス
ラ
イ
ド
制
を
採
用
し
た
賃
金
体
系
を
確
立
し
た
。

　
電
産
争
議
に
当
た
っ
て
犬
養
ら
進
歩
党
少
壮
派
は
、
政
治
ス
ト
を
否
定
し
停
電
ゼ
ネ
ス
ト
の
中
止
勧
告
を
行
い
な
が
ら
、
同
時
に
、
使
用
老

側
に
も
経
理
の
公
開
や
経
営
協
議
会
の
活
用
な
ど
の
経
営
の
刷
新
を
求
め
、
そ
の
う
え
で
労
使
協
議
に
よ
り
合
理
的
賃
金
体
系
を
確
立
す
る
よ

う
提
言
し
た
。
先
の
川
崎
の
所
見
に
示
さ
れ
た
労
働
政
策
の
枠
組
み
の
中
で
、
合
理
的
な
労
使
関
係
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
探
ろ
う
と
試
み
た

も
の
と
言
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
電
産
争
議
に
関
し
て
、
星
島
二
郎
商
工
相
や
膳
桂
之
助
経
済
安
定
本
部
長
官
の
通
訳
も
兼
ね
て
、
G
H
Q
と
一
〇
数
回
に
わ
た

っ
て
接
触
し
た
朝
海
浩
一
郎
終
戦
連
絡
事
務
局
総
務
部
長
は
、
「
占
領
軍
管
理
下
」
の
労
働
争
議
に
は
「
厳
た
る
二
つ
の
上
下
の
限
界
」
が
存
在

し
て
い
た
と
の
印
象
を
持
っ
た
と
言
う
。
「
下
部
の
限
界
」
と
は
、
「
占
領
軍
の
根
本
方
針
は
レ
ー
バ
ー
の
解
放
に
あ
り
、
解
放
せ
ら
れ
た
る
労

働
者
が
罷
業
を
行
う
こ
と
に
付
き
な
ん
ら
強
圧
を
加
え
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
言
う
こ
と
」
で
あ
り
、
「
上
部
の
限
界
」
と
は
「
か
か
る
解
放
せ

ら
れ
た
る
労
働
者
（
少
な
く
と
も
重
要
産
業
の
労
働
者
）
が
日
本
が
現
在
占
領
軍
の
管
理
下
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
日
本
経
済
を
麻
痺
せ
し
む
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る
底
の
本
格
的
罷
業
に
出
で
る
こ
と
は
ま
た
必
ず
し
も
自
由
で
な
い
と
思
わ
れ
る
点
」
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
初
期
対
日
占
領
政
策
q
⇒
1
朝
海
浩
一

郎
報
告
書
一
』
、
二
〇
七
－
二
〇
八
頁
）
。
朝
海
の
言
う
G
H
Q
の
労
働
政
策
の
枠
組
み
を
犬
養
ら
が
ど
れ
ほ
ど
察
知
し
て
い
た
の
か
定
か
に
は
言

え
な
い
が
、
川
崎
の
所
見
や
電
産
争
議
へ
の
対
応
に
示
さ
れ
た
彼
ら
の
政
策
的
枠
組
み
と
の
近
似
性
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
吉
田
内
閣
の
守
旧
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

閣
僚
た
ち
が
、
時
と
し
て
こ
の
G
H
Q
の
労
働
政
策
の
枠
組
み
を
逸
脱
し
、
電
噛
癖
の
要
求
に
あ
く
ま
で
頑
な
な
態
度
を
と
り
続
け
た
こ
と
と

は
大
き
な
開
き
が
あ
っ
た
。

　
付
言
す
る
と
、
犬
養
ら
の
労
働
政
策
は
、
経
済
同
友
会
の
そ
れ
と
も
照
応
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
〇
月
闘
争
の
進
行
を
深
刻

に
受
け
止
め
た
同
友
会
は
、
　
一
〇
月
一
〇
日
、
社
会
党
書
記
長
西
尾
末
弘
を
招
い
て
現
下
の
労
働
問
題
・
政
治
闇
題
に
つ
い
て
懇
談
し
（
『
経

済
同
友
会
時
報
』
第
八
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
一
五
日
）
、
　
一
〇
月
二
六
日
目
定
例
幹
事
会
、
　
一
九
日
の
緊
急
幹
事
会
で
、
ゼ
ネ
ス
ト
問
題
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
た
結
果
、
「
最
近
の
労
働
争
議
に
対
す
る
見
解
」
を
発
表
し
た
（
同
前
、
第
九
号
、
一
九
四
六
年
＝
月
一
日
）
。
そ
れ
は
、
日
本
経

済
再
建
の
た
め
、
基
本
産
業
・
重
要
企
業
の
ゼ
ネ
ス
ト
と
ゼ
ネ
ス
ト
の
政
治
闘
争
へ
の
利
用
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
政
府
・
政
党
に
は
、
争

議
の
根
因
除
去
の
た
め
の
民
生
安
定
総
舎
施
策
を
、
企
業
経
営
者
に
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
極
力
合
理
的
な
解
決
を
要
請
し
て
い
た
（
『
経
済
同
友

会
五
年
史
』
、
経
済
同
友
会
、
一
九
五
一
年
置
所
収
、
三
六
－
三
八
頁
）
。
そ
し
て
、
こ
の
声
明
が
、
最
後
に
、
企
業
権
尊
重
を
踏
ま
え
た
経
済
復
興
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

動
を
総
同
盟
、
産
別
会
議
に
対
し
て
提
唱
し
て
い
た
こ
と
は
、
従
前
よ
く
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
経
済
再
建
と
い
う
生
産
的
視

点
を
軸
に
据
え
つ
つ
争
議
に
際
し
て
の
労
使
の
あ
り
方
に
限
界
付
け
を
行
お
う
と
し
た
労
働
政
策
の
枠
組
み
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
、
も
は
や

指
摘
を
要
し
ま
い
。

①
　
第
九
〇
議
会
閉
院
後
の
一
〇
月
＝
一
日
、
告
田
茂
首
相
は
記
者
会
見
で
、
労
働

　
問
題
に
つ
い
て
、
前
聞
衆
議
院
本
会
議
で
、
新
聞
通
僑
放
送
お
よ
び
炭
鉱
従
業
員

　
組
合
の
ゼ
ネ
ス
ト
に
対
す
る
国
賊
党
の
池
上
隆
柏
の
緊
急
質
問
に
対
す
る
答
弁
で

　
「
政
治
ス
ト
反
対
、
実
力
に
よ
る
弾
圧
を
匂
わ
せ
」
た
（
神
田
文
人
『
日
本
の
統

　
一
戦
線
運
動
1
そ
の
歴
史
的
経
験
』
、
青
木
書
店
、
一
九
七
九
年
、
二
四
九
頁
）

の
に
続
い
て
、
「
社
会
問
題
、
一
働
問
題
が
社
会
の
不
安
を
引
起
こ
し
、
産
業
復

興
を
減
茶
々
々
に
す
る
」
と
い
う
認
識
を
示
し
た
上
で
「
国
内
撹
乱
と
少
数
者
独

裁
、
政
権
獲
得
を
目
標
と
し
た
闘
争
の
手
段
と
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
経
済
闘
争

を
行
ふ
こ
と
は
新
憲
法
の
精
神
を
皇
居
し
、
議
会
政
治
、
政
党
政
治
、
民
主
的
政

治
へ
の
挑
戦
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
朝
日
・
大
阪
1
0
・
1
3
）
か
ら
、
こ
の
一
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節
は
、
吉
田
の
考
え
を
述
べ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
但
し
、
基
本
施
策
に
は
「
当

面
直
ち
に
実
施
し
、
又
は
実
施
の
準
備
に
着
手
す
る
事
項
」
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

　
「
労
働
対
策
の
確
立
」
に
は
、
ω
労
働
基
準
法
の
制
定
、
②
生
産
能
率
に
即
応
す
る

　
合
理
的
賃
金
制
度
の
確
立
、
間
合
理
的
な
経
営
参
加
及
び
利
潤
分
配
擬
度
の
促
進
、

　
翰
労
働
問
題
に
関
す
る
労
資
関
係
者
及
び
一
般
国
厩
の
啓
蒙
、
㈲
労
務
に
関
す
る

科
学
的
調
査
研
究
の
整
備
、
が
謳
わ
れ
て
い
る
（
『
内
閣
制
度
九
十
年
資
料
集
』
七

　
八
九
頁
）
。
吉
田
内
閣
の
基
本
施
策
の
作
成
の
経
緯
に
つ
い
て
は
十
分
判
明
し
て

　
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
当
時
経
済
安
定
本
部
第
一
部
副
部
長
（
総
合
計
画
及
び

　
各
省
庁
事
務
の
総
合
調
整
担
当
）
を
務
め
て
い
た
橋
井
真
は
、
こ
の
施
策
の
う
ち

　
「
そ
の
重
要
部
門
た
る
経
済
政
策
の
立
案
は
経
済
安
定
本
部
当
局
が
特
に
担
当

　
し
」
た
（
吉
野
孝
一
編
著
『
膳
桂
之
助
追
想
録
』
、
日
本
団
体
生
命
保
険
株
式
会

　
社
、
　
一
九
五
九
年
、
一
八
O
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
ま
た
『
朝
目
大
阪
』
（
1
1
・

　
3
）
に
は
「
労
働
対
策
に
つ
い
て
は
特
に
労
資
協
力
組
織
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決

　
に
膳
国
務
相
の
修
正
資
本
主
義
的
な
労
働
者
の
経
営
参
加
あ
る
ひ
は
利
潤
の
適
正

　
分
配
制
度
を
取
り
入
れ
て
み
る
」
と
あ
る
か
ら
こ
の
部
分
は
経
済
安
定
本
部
の
宮

　
僚
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
問
題
は
こ
れ
が
、
本
文
後
述
の
進

　
歩
党
少
壮
派
の
労
働
対
策
と
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
基
本
施
策
は

各
紙
に
公
表
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
少
壮
派
が
こ
れ
を
参
照
し
た
可
能
性
は
あ
る

　
が
、
少
壮
派
の
修
正
資
本
主
義
構
想
の
成
熟
度
か
ら
推
し
て
下
敷
き
に
し
た
と
は

　
考
え
ら
れ
な
い
。
経
済
安
定
本
部
の
官
僚
と
犬
養
ら
少
壮
派
と
は
、
官
僚
層
と
政

　
党
に
分
在
し
た
二
つ
の
修
正
資
本
主
義
グ
ル
ー
プ
と
見
ら
れ
る
。
労
働
対
策
だ
け

　
で
な
く
、
経
済
再
建
論
、
連
立
政
権
論
を
め
ぐ
る
両
者
の
親
和
反
発
関
係
の
究
明

　
は
、
第
一
次
吉
田
内
閣
論
と
も
関
わ
っ
て
重
要
か
つ
興
味
深
い
テ
ー
マ
だ
が
、
今

　
後
の
課
題
で
あ
る
。

②
政
権
構
想
に
触
れ
な
い
ま
で
も
、
犬
養
が
地
方
に
お
け
る
党
の
青
年
層
の
躍
進

　
の
た
め
地
方
公
職
追
放
を
歓
迎
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
民
報
』
（
1
1
・
1
1
）

　
及
び
　
O
誠
O
＼
ω
○
〉
拶
。
自
ロ
ヨ
ヨ
p
賦
。
冨
o
h
夢
①
瓢
0
5
－
窯
一
一
一
欝
蔓
＞
o
博
く
一
諏
。
ω

　
ぎ
巌
窟
7
閉
ρ
窓
㌧
閉
。
く
⑦
ヨ
σ
①
『
ち
A
⑦
い
ワ
謎
e
に
よ
っ
て
も
君
取
さ
れ
る
。

③
七
月
一
五
日
、
G
H
Q
渉
外
局
（
P
R
O
）
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
（
毎
日
7
・

　
1
6
）
七
月
一
〇
日
の
対
日
理
窮
会
の
ソ
連
代
表
デ
レ
ビ
ヤ
ン
コ
の
労
働
立
法
に
関

　
す
る
批
判
的
勧
告
に
対
す
る
G
H
Q
経
済
科
学
局
（
E
S
S
）
の
反
駁
声
明
中
、

　
労
働
運
動
に
お
け
る
「
一
部
の
過
激
な
分
子
の
行
動
」
（
朝
日
大
阪
7
・
1
6
）
を
批

　
溢
し
た
箇
所
の
こ
と
。
当
該
部
分
は
『
朝
日
大
阪
』
（
同
前
）
に
よ
れ
ば
、
「
誇
張

　
し
た
宣
伝
、
暴
力
の
使
用
、
事
実
の
ご
ま
か
し
と
い
っ
た
常
套
手
段
が
若
干
の
分

　
子
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
て
を
り
、
彼
ら
は
こ
れ
に
よ
っ
て
労
働
運
動
の
指
導
権
を

　
獲
得
せ
ん
と
し
、
…
…
か
つ
て
の
右
翼
が
日
本
大
衆
を
牛
耳
つ
た
の
と
同
じ
線
に

　
沿
ひ
、
今
度
は
左
翼
の
指
導
下
に
同
じ
こ
と
を
再
現
せ
ん
こ
と
を
期
し
て
み
る
」

　
と
な
っ
て
い
る
。

④
註
③
に
記
し
た
デ
レ
ビ
ヤ
ン
コ
の
勧
告
に
対
し
て
一
目
理
事
会
当
日
ア
チ
ソ
ソ

　
が
行
っ
た
反
論
の
一
節
の
こ
と
。
こ
の
時
ア
チ
ソ
ン
は
「
中
道
」
と
言
う
文
言
を

　
用
い
て
い
な
い
が
、
内
容
と
し
て
は
州
崎
の
引
い
た
も
の
と
同
趣
雷
の
こ
と
を
語

　
っ
て
い
る
。
当
該
部
分
は
「
湖
海
レ
ポ
ー
ト
」
の
中
の
対
目
理
事
会
の
議
事
内
容

　
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
申
に
訳
出
さ
れ
て
い
る
（
外
務
省
編
『
初
期
対
日
占
領
政

　
策
的
一
朝
海
浩
一
郎
報
省
書
1
』
、
毎
日
新
聞
社
、
　
…
九
七
八
年
、
九
三
－

　
九
四
頁
）
の
で
次
に
掲
げ
て
お
こ
う
。
た
だ
し
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

　
所
蔵
第
九
園
対
日
理
道
会
議
事
録
（
午
前
の
部
）
（
＜
o
『
9
鼠
ヨ
竃
言
昌
8
ω
O
剛
菩
①

　
家
産
7
霞
①
o
け
ぎ
σ
q
＞
三
巴
O
。
慧
。
鵠
h
。
同
輩
嚇
昌
く
竃
。
彗
一
σ
q
o
。
。
。
。
の
一
華
y
ε

　
冒
ぢ
お
ま
．
）
三
六
一
三
七
頁
、
と
照
合
し
、
一
部
補
訳
し
た
（
引
用
文
中
丸
括

　
弧
内
）
。
「
鐸
本
に
於
け
る
労
働
運
動
は
（
出
だ
し
順
調
に
し
て
）
喜
ぶ
べ
き
発
展

　
を
し
て
居
る
が
、
（
御
承
知
の
よ
う
に
）
戦
闘
的
な
（
積
極
的
な
）
少
数
分
子
が
新

　
し
き
（
原
文
に
は
「
新
…
し
き
」
は
な
い
）
労
働
組
合
を
ミ
ス
リ
ー
ド
（
誤
導
）
し

　
か
つ
労
働
者
を
（
戦
闘
的
政
党
に
従
順
な
労
働
組
合
に
）
レ
ジ
メ
ソ
ト
（
統
制
）

　
し
ょ
う
と
い
う
努
力
が
見
ら
れ
て
居
る
。
日
本
に
於
け
る
労
働
運
動
の
最
大
の
危

　
険
は
、
労
働
運
動
が
極
端
に
し
て
利
己
的
な
分
子
の
支
配
（
影
響
力
の
下
に
）
に
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落
ち
込
み
は
せ
ぬ
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
レ
ジ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ソ
（
統
制
）
は
決

　
し
て
労
働
者
の
友
で
は
な
い
。
レ
ジ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
統
制
）
と
い
う
雷
葉
の

　
中
に
は
共
産
党
の
レ
ジ
メ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
（
統
制
）
と
フ
ァ
シ
ス
ト
の
レ
ジ
メ
ン

　
テ
ー
シ
ョ
ン
（
統
制
）
と
を
含
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
の
中
に
は
日
本

　
の
労
働
者
が
戦
前
（
戦
前
戦
中
）
長
年
苛
め
ら
れ
た
極
端
た
る
右
翼
の
圧
政
（
抑

　
圧
と
支
配
）
を
含
む
と
同
時
に
、
極
端
な
る
左
翼
（
左
翼
分
子
）
に
よ
る
統
制
（
支

　
配
）
も
含
ま
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
共
産
主
義
も
フ
ァ
シ
ズ
ム
も
い
ず
れ
も
労
働

　
者
の
指
導
主
権
（
指
導
権
）
を
要
求
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。
彼
等
は
労
働
者

　
を
指
導
す
る
に
あ
ら
ず
し
て
デ
ス
ト
ロ
イ
（
破
壊
）
す
る
も
の
で
あ
る
」
。

⑤
　
こ
の
時
期
G
H
Q
が
「
中
道
政
治
」
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
、
降
伏
調
印
式
一

　
周
年
記
念
日
に
お
け
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
声
明
（
4
6
・
9
・
2
）
の
「
穏
健
な
る
民

　
主
主
義
と
い
う
偉
大
な
中
道
」
（
匪
。
σ
q
日
暮
葺
α
α
δ
8
霞
。
。
o
o
h
ヨ
。
号
話
3

　
留
ヨ
。
。
話
。
《
）
や
同
じ
く
第
二
次
農
地
改
革
案
の
国
会
通
過
に
際
し
て
の
マ
ッ
カ

　
ー
サ
ー
声
明
（
4
6
・
1
0
・
1
1
）
の
「
健
全
で
穏
健
な
畏
主
主
義
」
（
9
ω
8
巳
ρ
猛

　
ヨ
。
α
o
鑓
8
ユ
。
目
o
o
毒
。
冤
）
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
（
信
央
清
三
郎
『
戦
後
日

　
本
政
治
史
∬
恥
、
語
草
書
房
、
　
一
九
六
六
年
、
三
八
七
－
三
八
九
頁
、
及
び
、

　
ω
O
＞
℃
＼
O
瓢
β
勺
。
一
一
匡
。
巴
男
。
o
鳳
。
簿
二
一
8
0
h
蜜
℃
p
員
ω
・
℃
8
ヨ
σ
窪
6
a

　
ε
ω
・
讐
。
ヨ
σ
・
二
二
Q
。
い
≦
器
げ
一
昌
α
q
ε
昌
∪
・
ρ
…
Ω
。
＜
①
コ
導
窪
け
摩
ぎ
ニ
ロ
α
q
O
旨
。
ρ

　
δ
お
”
や
瞬
◎
圃
①
P
を
参
照
）
。

⑥
電
産
争
議
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
註
記
し
な
い
限
り
、
主
と
し
て
労
働

　
争
議
調
査
会
編
『
戦
後
労
働
争
議
実
態
調
査
　
第
二
巻
　
電
産
争
議
』
（
中
央
公
論

　
社
、
一
九
五
七
年
）
及
び
有
泉
寧
ほ
か
「
電
産
十
月
争
議
（
一
九
四
六
年
）
」
（
東

　
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
調
査
報
告
第
＝
二
集
　
戦
後
初
期
労
働
争
議
調

　
査
』
、
非
売
品
、
一
九
七
一
年
、
所
収
）
一
二
潔
一
一
五
七
頁
、
に
よ
る
。

⑦
こ
の
時
期
星
島
商
工
相
と
膳
経
済
安
定
本
部
長
官
と
が
、
炭
労
や
電
産
な
ど
の

　
争
議
へ
の
対
応
に
窮
し
て
、
生
産
、
輸
送
及
び
配
給
関
係
の
争
議
の
制
限
な
い
し

　
禁
止
を
規
定
し
た
「
生
産
配
給
等
確
保
の
た
め
の
緊
急
措
殿
に
関
す
る
件
」
な
る

　
緊
急
勅
令
を
制
定
す
べ
く
G
H
Q
に
承
認
を
求
め
、
結
局
は
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
は

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
外
務
省
編
『
初
期
対
日
占
領
政
策
㊨
1
朝
海
浩
一
郎
報

　
豊
隆
一
』
、
前
掲
、
一
九
〇
1
一
九
八
頁
）
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
作
、

　
遠
藤
公
嗣
『
日
本
占
領
と
労
資
関
係
政
策
の
成
立
』
（
東
京
大
学
出
版
社
、
一
九

　
八
九
年
）
一
二
二
i
一
一
一
三
頁
、
が
詳
し
い
。
そ
の
他
神
田
、
前
掲
書
、
二
四
五

　
頁
、
竹
前
栄
治
『
戦
後
労
働
改
革
　
G
H
Q
労
働
政
策
史
』
（
東
京
大
学
出
版
祉
、

　
一
九
入
二
年
）
一
〇
三
頁
、
を
参
照
。

⑧
　
信
夫
、
前
掲
書
、
四
＝
二
頁
及
び
大
嶽
秀
夫
「
経
営
協
議
会
の
成
立
と
変
容

　
－
戦
後
財
界
に
よ
る
『
経
営
権
』
の
確
立
1
」
（
坂
本
義
一
／
R
．
E
．
ウ
ォ

　
ー
ド
編
『
日
本
占
領
の
研
究
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
　
一
九
八
七
年
、
所
収
）
三

　
六
二
頁
、
を
参
照
。
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二
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
と
進
歩
党
の
「
革
新
」
化

1

議
会
解
散
決
議
案
上
程
前
後

ア
メ
リ
カ
国
務
省
情
加
齢
調
杏
一
局
極
東
課
作
成
の
「
情
熱
〃
報
此
口
溝
田
」

　47

2

14
村｝①

）

は
、
議
会
解
散
決
議
案
の
上
程
か
ら
連
立
政
権
工
作
を



労働攻勢と進歩党少壮派（三川）

経
て
保
守
新
党
運
動
に
至
る
ま
で
の
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
前
後
の
政
局
の
展
開
過
程
を
追
っ
た
「
現
内
閣
の
危
機
」
（
8
冨
9
窪
①
馨
o
p
・
乞
基
け

9
臨
ω
）
と
題
す
る
章
を
設
け
、
そ
の
冒
頭
で
、
こ
の
時
期
の
内
閣
の
危
機
と
吉
田
内
閣
の
成
立
に
先
行
し
た
激
動
の
政
変
期
と
の
比
較
を
行
い
、

政
局
の
帰
趨
に
影
響
を
も
ち
う
る
重
要
な
相
違
点
と
し
て
、
第
一
に
、
先
の
危
機
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
意
思
統
一
戦
線
問
題
が
生

じ
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
自
進
両
党
内
の
内
部
分
裂
が
か
な
り
激
し
く
な
っ
た
こ
と
、
と
り
わ
け
進
歩
党
の
犬
養
健
に
率
い
ら
れ
る
グ
ル

ー
プ
が
そ
の
政
綱
に
お
い
て
幾
分
社
会
党
に
接
近
し
た
こ
と
を
あ
げ
た
。
一
〇
月
闘
争
に
た
い
し
て
独
自
の
政
権
構
想
と
政
策
を
も
っ
て
対
応

を
計
ろ
う
と
し
た
彼
ら
が
、
引
き
続
い
て
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
前
後
の
政
局
に
お
い
て
も
そ
の
立
場
を
維
持
し
、
政
局
展
開
に
重
要
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
国
務
省
筋
か
ら
こ
う
し
た
関
心
を
浴
び
て
い
た
犬
養
ら
進
歩
党
少
壮
派
の
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
動
向
を
み
て

み
よ
う
。

　
一
〇
月
闘
争
後
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
に
至
る
政
局
展
開
に
お
い
て
最
初
の
ピ
ー
ク
を
形
作
る
の
は
、
第
九
一
臨
時
議
会
（
一
一
月
二
五
日
開
会
、

＝
一
月
二
七
日
閉
会
）
が
始
ま
る
や
、
急
速
に
吉
田
内
閣
の
退
陣
要
求
の
声
を
強
め
た
社
会
党
が
、
＝
一
月
一
七
日
、
群
民
党
、
国
民
党
と
と
も

に
三
党
共
同
で
行
っ
た
議
会
解
散
決
議
案
（
解
散
ノ
奏
請
二
関
ス
ル
件
）
の
上
程
で
あ
る
。
こ
の
日
院
外
で
は
、
全
国
労
働
組
合
懇
談
会
（
全
労
懇
）
、

日
本
農
民
組
合
及
び
社
会
党
組
合
委
員
会
の
共
同
提
唱
で
、
五
〇
万
人
（
朝
日
・
大
阪
1
2
・
1
8
）
も
の
労
農
市
民
を
集
め
、
生
活
権
確
保
吉
田
内

閣
打
倒
国
民
大
会
が
挙
行
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
「
内
容
は
明
白
に
（
内
閣
）
不
信
任
案
」
（
毎
日
1
2
・
1
9
）
と
称
さ
れ
た
こ
の
議

会
解
散
決
議
案
に
犬
養
ら
進
歩
党
少
壮
派
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
示
し
た
の
か
。

　
内
閣
不
信
任
の
動
き
に
対
処
す
る
に
当
た
っ
て
「
自
、
進
両
党
の
政
府
支
持
の
強
弱
い
か
ん
が
カ
ギ
」
だ
と
し
た
『
読
売
』
（
1
2
・
5
）
は
、

自
由
党
が
衆
議
院
選
挙
法
改
正
案
の
第
九
一
議
会
提
出
を
決
定
し
て
万
一
の
解
散
に
備
え
る
な
ど
し
な
が
ら
も
、
数
を
も
っ
て
一
気
に
押
し
切

れ
る
も
の
と
大
体
楽
観
的
態
度
を
も
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
進
歩
党
は
「
や
工
複
雑
な
動
き
」
を
示
し
つ
つ
あ
る
と
記
す
。

　
　
「
一
部
少
壮
派
は
…
…
党
出
身
閣
僚
の
時
代
感
覚
の
欠
如
に
た
い
し
不
満
を
も
つ
て
お
り
現
内
閣
の
最
大
の
弱
点
は
経
済
関
係
閣
僚
に
あ
る
か
ら
不
信
任
案

　
が
政
府
全
般
に
わ
た
る
も
の
で
は
な
く
個
々
の
閣
僚
に
た
い
し
て
向
け
ら
れ
た
場
合
は
粗
当
の
波
乱
を
見
る
も
の
と
観
測
し
て
い
る
。
た
玄
社
会
党
が
真
正
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面
か
ら
政
府
不
信
任
案
を
提
出
し
て
も
次
期
政
権
の
見
透
し
が
っ
か
な
け
れ
ば
社
会
党
の
み
孤
立
す
る
か
ら
大
し
た
影
響
は
な
く
む
し
ろ
逆
に
政
府
を
信
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
し
。

　
ま
た
、
『
読
売
』
（
1
2
・
1
5
）
は
、
芦
田
と
犬
養
が
不
信
任
案
へ
の
反
繋
に
消
極
的
な
こ
と
に
つ
い
て
「
不
信
任
案
否
決
の
立
場
に
立
つ
と
し
て

も
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
る
政
局
の
動
向
に
対
し
て
は
極
め
て
ふ
く
み
の
あ
る
態
度
で
あ
る
と
み
る
向
き
が
多
い
」
と
し
、
と
り
わ
け
、
犬
養
ら

の
「
か
x
る
態
度
は
最
近
の
政
局
に
た
い
し
て
は
っ
き
り
し
た
見
透
し
を
立
て
て
い
る
よ
う
に
も
み
ら
れ
」
る
と
記
し
て
い
る
。
犬
養
は
、
『
民

報
』
（
1
2
・
1
0
）
で
、
議
会
解
散
を
「
通
常
議
会
終
了
後
新
憲
法
が
効
力
を
生
ず
る
直
前
あ
た
り
」
と
予
測
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
言
う
見
透

し
と
は
そ
の
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
こ
の
こ
と
は
、
目
下
こ
の
時
点
で
は
犬
養
に
社
会
党
と
共
同
歩
調
を
と
る
意
志
が
な
い
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
決
議
案
上
程
後
の
社
会
党
の
戦
略
の
中
に
、
「
小
会
派
か
、
場
合
に
よ
っ
て
進
歩
党
少
壮
派
な
ど

に
も
働
き
か
け
て
、
党
勢
を
拡
大
し
、
次
期
選
挙
に
は
あ
く
ま
で
第
一
党
を
占
め
さ
ら
に
保
守
の
勢
力
を
も
圧
倒
す
る
だ
け
の
力
を
持
つ
」
と

い
う
構
想
が
あ
る
と
み
ら
れ
（
朝
日
・
大
阪
1
2
・
1
5
）
、
　
一
方
決
議
案
に
つ
い
て
＝
一
月
一
四
日
の
臨
時
閣
議
で
行
っ
た
政
府
の
情
勢
判
断
に
は

「
犬
養
総
務
会
長
ら
少
壮
分
子
の
動
向
も
、
党
内
の
結
束
に
支
障
な
し
」
が
あ
っ
た
（
同
前
）
と
い
う
か
ら
、
議
会
解
散
決
議
案
の
上
程
を
め
ぐ

っ
て
犬
養
ら
の
動
向
が
一
つ
の
焦
点
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
闊
違
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
犬
養
ら
進
歩
党
少
壮
派
は
、
議
会
解
散
決
議
案
に
対
し
て
、
自
進
両
党
主
流
の
如
く
積
極
的
な
対
決
姿
勢
を
と
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
点
で
労
働
攻
勢
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
保
守
勢
力
内
に
生
じ
始
め
た
亀
裂
の
存
在
を
顕
現
す
る
こ
と
に
一
役
買
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、

社
会
党
と
の
提
携
と
い
う
従
来
の
政
権
構
想
か
ら
す
れ
ば
、
極
め
て
不
徹
底
な
立
場
を
示
し
た
と
言
え
よ
う
。
彼
ら
は
、
議
会
解
散
決
議
案
上

程
を
機
会
と
し
て
そ
れ
に
向
か
っ
て
大
胆
に
つ
き
進
む
と
い
う
挙
に
は
出
ず
、
そ
れ
を
灰
め
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
与
党
内
に
あ
っ
て
、
与
野

党
間
の
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
潜
在
的
に
握
っ
て
い
る
こ
と
を
誇
示
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
彼
ら
が
こ
の
時
点
で
保
有
し

て
い
た
政
治
的
実
力
の
程
度
が
露
呈
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
一
方
、
彼
ら
に
し
て
も
そ
の
限
界
の
克
服
に
向
け
て
の
行
動
を
な

お
ざ
り
に
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
院
内
外
に
倒
閣
気
運
が
高
ま
る
中
、
彼
ら
は
党
内
民
主
化
（
幹
部
公
選
）
と
新
綱
領
の
制
定
に
全
力
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を
傾
注
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
党
内
実
権
掌
握
の
糸
口
を
つ
か
も
う
と
し
て
い
た
。

　
党
内
民
主
化
（
幹
部
公
選
）
は
党
内
「
革
新
〕
の
た
め
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
党
内
実
権
掌
握
の
意
図
も
加
わ
っ
て
、
進
歩
党
少
壮
派
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

時
期
こ
の
問
題
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
た
が
、
そ
の
果
実
は
新
綱
領
の
制
定
に
は
は
る
か
に
及
ば
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
新

綱
領
制
定
問
題
に
限
定
し
て
論
を
進
め
る
。

　
幣
原
平
和
財
団
編
著
『
幣
原
喜
重
郎
』
（
前
掲
、
七
二
＝
貝
）
に
よ
れ
ば
、
進
歩
党
の
新
綱
領
の
作
成
は
、
新
憲
法
制
定
（
＝
月
三
日
発
布
、
翌

年
五
月
三
日
実
施
）
と
い
う
事
態
に
対
応
を
計
っ
た
も
の
だ
と
言
う
（
た
だ
し
、
典
拠
は
不
明
示
）
。
確
か
に
、
す
で
に
八
月
中
旬
、
憲
法
改
正
案
の

衆
議
院
通
過
を
前
に
し
て
「
日
本
民
主
党
」
へ
の
改
称
が
少
壮
派
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
（
読
売
8
・
1
6
、
8
・
1
7
、
『
日
本
経
済
新
聞
』
〈
8
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

1
6
＞
）
か
ら
、
憲
法
発
布
に
伴
っ
て
新
綱
領
を
玉
船
す
べ
し
と
の
議
論
が
党
内
に
起
こ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
新
綱
領
の

欄
定
の
意
義
は
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
折
し
も
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
に
向
か
っ
て
進
行
し
て
い
た
労
働
攻
勢
が
そ
の
制
定
を
決
定
的

に
条
件
付
け
、
綱
領
の
内
容
も
全
面
的
に
そ
れ
に
対
応
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
一
二
月
二
八
日
、
北
村
徳
太
郎
、
石
黒
武
重
、
小
坂
善
太
郎
ら
三
人
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
い
た
「
政
局
の
新
情
勢
に
対
応
」
し
た
「
綱
領

並
に
政
策
の
全
面
的
改
正
」
は
、
成
案
を
得
、
政
調
会
で
の
可
決
を
経
た
後
、
代
議
士
会
に
報
告
、
承
認
さ
れ
た
（
読
売
1
2
・
3
0
）
。
北
村
、

小
坂
は
、
進
歩
党
少
壮
派
の
有
力
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
石
黒
は
、
五
月
の
幣
原
内
閣
政
権
居
据
り
（
中
道
新
党
）
工
作
の
立
役
者
の
一
人
で
あ
っ

⑤た
。
綱
領
は
次
の
通
り
。

　
二
、
民
主
主
義
に
徹
し
、
社
会
連
帯
主
義
に
の
っ
と
り
、
祖
国
の
再
建
と
国
民
大
衆
の
福
祉
を
招
来
し
も
っ
て
国
民
協
同
、
文
化
国
家
を

　
　
　
建
設
せ
ん
と
す

　
　
一
、
民
主
主
義
体
制
を
確
立
し
て
国
民
の
政
治
的
自
由
を
確
保
し
、
そ
の
最
大
幸
福
を
希
求
し
て
社
会
連
帯
の
理
念
に
も
と
つ
く
堅
実
な

　
　
　
る
革
新
政
策
の
断
行
を
期
す

　
　
一
、
一
切
の
独
善
と
暴
力
を
否
定
し
、
闘
争
な
き
社
会
協
力
の
招
来
と
恒
久
平
和
の
達
成
を
期
す
」
（
朝
罠
大
阪
1
2
・
2
9
）
。
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こ
こ
に
は
も
は
や
前
年
一
一
月
の
結
党
綱
領
の
「
国
体
擁
護
」
（
議
会
政
治
研
究
会
『
昭
和
二
二
年
政
党
年
鑑
』
、
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
四
七
年
、
一
四

六
頁
）
に
見
ら
れ
る
反
動
保
守
の
面
影
は
な
い
。
苛
烈
さ
を
加
え
る
労
働
攻
勢
の
波
に
押
し
流
さ
れ
た
と
も
い
う
べ
き
か
。
「
一
切
の
独
善
と
暴

力
を
否
定
し
、
闘
争
な
き
社
会
」
を
希
求
し
た
第
三
項
は
、
こ
の
綱
領
の
翻
定
の
動
機
が
高
揚
す
る
労
働
攻
勢
（
階
級
闘
争
）
の
鎮
静
化
に
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
第
一
項
に
言
う
「
社
会
連
帯
主
義
」
と
は
こ
う
し
た
危
機
へ
の
彼
ら
の
処
方
原
理
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
綱
領
作
成
に

与
っ
た
小
坂
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
連
帯
主
義
」
（
ω
O
一
一
創
ゆ
H
一
ω
昌
P
）
と
は
、
「
人
間
性
に
対
す
る
尊
厳
が
、
…
…
友
愛
の
社
会
、
相
互
連
帯
、
相
互
依

存
に
よ
っ
て
完
結
せ
ら
れ
る
…
…
考
え
方
」
だ
と
言
う
（
小
坂
善
太
郎
『
修
正
資
本
主
義
の
構
想
』
、
三
山
書
房
、
一
九
四
七
年
、
一
七
－
一
八
頁
）
。
そ

れ
は
、
「
独
占
に
突
進
し
、
は
て
は
恐
慌
へ
、
戦
争
へ
と
導
か
れ
」
た
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
降
の
自
由
放
任
（
び
㊤
一
Q
ゆ
ω
⑦
N
l
団
ρ
一
H
O
）
を
原
則
と
す
る

自
由
主
義
的
社
会
経
済
観
を
も
、
「
人
間
の
倫
理
的
力
」
で
は
な
く
「
物
質
的
環
境
の
変
革
」
に
よ
る
「
社
会
の
改
革
」
を
説
く
マ
ル
ク
ス
の
唯

物
史
観
・
階
級
闘
争
論
を
も
と
も
に
否
定
し
、
社
会
と
人
間
と
を
統
一
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
、
「
人
間
が
社
会
に
お
い
て
、
諸
々
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
を
認
め
つ
」
も
、
而
も
尚
、
人
間
の
主
体
的
な
立
場
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い
」
「
新
し
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
哲
学
」
だ

と
さ
れ
る
（
小
坂
、
同
前
書
、
二
〇
一
二
五
頁
）
。
要
す
る
に
、
自
由
放
任
主
義
を
否
定
し
、
し
か
も
社
会
主
義
を
も
忌
避
す
る
「
中
道
」
的
な
倫

理
規
範
、
そ
れ
が
「
社
会
連
帯
主
義
」
で
あ
っ
た
。
先
に
進
歩
党
少
壮
派
が
資
本
家
・
使
用
者
の
経
営
刷
新
と
穏
健
な
労
働
組
合
運
動
に
よ
っ

て
協
力
的
で
安
定
的
な
労
使
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
を
労
働
政
策
の
眼
目
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
う
し
た
関
係
を
、
政
治
の
上

に
も
作
り
出
そ
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
労
働
攻
勢
が
、
単
に
経
済
的
要
求
に
と
ど
ま
ら
ず
、
吉
田
内
閣
打
倒
と
い
う
政
治
的
要
求
を
掲
げ
て
高

揚
し
、
し
か
も
そ
れ
が
現
実
味
を
帯
び
始
め
て
い
る
と
い
う
切
迫
し
た
情
勢
が
そ
の
こ
と
を
必
要
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

れ
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
自
由
主
義
的
な
資
本
主
義
経
済
の
矛
盾
を
社
会
主
義
的
方
法
に
よ
っ
て
止
揚
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
彼
ら
の

意
志
を
倫
理
的
衣
装
を
ま
と
わ
せ
て
表
現
し
た
も
の
と
も
言
え
る
し
、
さ
ら
に
穿
て
ば
、
労
働
攻
勢
を
そ
の
背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
共
産
党
主

導
の
民
主
戦
線
か
ら
切
り
離
し
資
本
主
義
体
制
内
に
取
り
込
も
う
と
す
る
彼
ら
の
戦
略
に
文
飾
を
施
し
た
も
の
、
と
さ
え
規
定
で
き
よ
う
。
だ

が
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
し
た
意
志
や
戦
略
が
、
吉
田
首
相
の
年
頭
の
辞
、
か
の
「
不
逞
の
輩
」
発
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
労
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働
攻
勢
へ
の
強
圧
策
と
い
う
形
を
と
ら
ず
、
「
社
会
主
義
」
を
多
分
に
意
識
し
た
「
桂
会
遮
帯
主
義
」
な
る
倫
理
理
念
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

る
と
こ
ろ
に
や
は
り
「
革
新
」
的
保
守
と
し
て
の
彼
ら
の
特
性
を
見
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
小
坂
の
言
う
「
社
会
連
帯
主
義
」
の
倫
理
に
よ
っ
て
「
大
巾
に
資
本
主
義
を
修
正
せ
ん
」
（
小
坂
、
同
前
書
、
一
九
頁
）

と
し
た
も
の
こ
そ
第
二
項
の
「
革
新
政
策
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
綱
領
と
並
ん
で
決
定
さ
れ
た
財
政
経
済
、
勤
労
、
社
会
教
育
な
ど
の
各
政
策
の

な
か
に
具
体
化
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
「
超
過
利
得
の
吸
収
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
阻
止
」
「
社
会
保
険
制
度
に
よ
る
無
産
者
の
生
活
保
護
」

「
総
合
経
済
計
画
の
樹
立
と
そ
れ
に
基
づ
く
生
産
の
再
開
」
「
重
要
産
業
（
石
炭
、
鉄
鋼
、
木
材
、
化
学
肥
料
）
並
び
に
金
融
の
民
主
的
国
家
管
理
」

「
勤
労
者
の
経
営
参
加
と
企
業
の
経
理
公
開
」
「
経
営
協
議
会
の
普
及
、
資
本
と
経
営
の
分
離
」
（
朝
日
大
阪
1
2
・
2
9
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
坂

の
言
う
「
計
画
性
、
合
理
性
」
「
富
の
公
正
な
る
分
配
」
「
経
営
の
民
主
化
」
な
ど
の
「
修
正
資
本
主
義
の
構
想
」
（
小
坂
、
同
前
書
、
三
八
1
四
八
頁
）

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
修
正
資
本
主
義
政
策
が
、
か
つ
て
筆
老
が
検
討
し
た
犬
養
の
保
守
「
革
新
」
構
想
と
同
じ
く
（
前
掲
拙
稿
「
民

主
党
成
立
の
序
幕
－
進
歩
党
少
壮
派
の
党
内
『
革
新
』
運
動
　
　
」
）
、
自
由
党
の
自
由
主
義
経
済
論
と
一
線
を
画
し
、
む
し
ろ
社
会
党
の
社
会
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

計
画
経
済
論
に
近
づ
き
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
活
躍
す
る
G
H
Q
の
経
済
政
策
と
も
合
致
し
て
い
た
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
ま
た
新

政
策
の
申
に
は
、
こ
れ
ら
と
並
ん
で
「
勤
労
者
を
主
体
と
す
る
産
業
復
興
の
促
進
」
と
言
う
一
項
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
綱
領
の
「
社
会
連
帯
主

義
」
に
も
と
つ
く
「
修
正
資
本
主
義
」
政
策
が
、
経
済
同
友
会
の
進
め
る
経
済
復
興
運
動
の
政
党
版
た
る
一
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
た
。
進
歩
党
少
壮
派
の
代
議
士
が
、
社
会
党
と
の
第
二
次
連
立
工
作
の
過
程
で
、
政
党
と
し
て
産
業
復
興
運
動
に
取
り
組
む
よ
う
幣
原
に

進
言
す
る
こ
と
（
次
節
）
は
そ
の
こ
と
の
裏
づ
け
と
な
ろ
う
。

　
か
く
し
て
、
犬
養
ら
進
歩
党
少
壮
派
は
、
新
綱
領
・
政
策
の
制
定
に
よ
り
、
世
上
に
求
め
ら
れ
て
い
た
「
労
働
者
、
農
民
、
小
市
民
を
も
包

含
し
味
方
と
す
る
や
う
な
」
「
大
衆
の
保
守
党
」
へ
の
「
脱
皮
扁
（
毎
日
1
1
．
2
5
）
を
曲
が
り
な
り
に
も
実
現
し
党
内
実
権
掌
握
に
向
け
て
大
き
な

地
歩
を
築
い
た
。
そ
の
彼
ら
が
、
こ
の
後
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
に
至
る
ま
で
物
情
騒
然
た
る
中
で
進
行
し
た
吉
田
内
閣
に
よ
る
社
会
党
と
の
連
立

工
作
に
い
か
な
る
対
応
を
示
し
た
か
を
次
に
見
よ
う
。

97　（869）



2

社
会
党
と
の
連
立
工
作
へ
の
対
応

98　（870）

　
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
政
治
危
機
に
対
処
し
て
自
進
言
保
守
党
が
行
っ
た
四
回
に
亘
る
社
会
党
と
の
連
立
工
作
に
関
し
て
は
、
従
前
よ
く
言

及
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
一
一
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
が
中
止
に
な
る
ま
で
に
行
わ
れ
た
二
回
の
連
立
工
作
を
進
歩
党
の
動
き
を
中
心
に
辿
り
、
犬

養
ら
進
歩
党
少
壮
派
が
そ
こ
で
果
た
し
た
役
割
を
検
討
し
て
み
る
。

　
第
一
回
の
連
立
工
作
に
つ
い
て
は
、
主
に
ω
吉
田
一
和
田
博
雄
（
上
相
）
－
有
沢
広
巳
（
東
大
教
授
）
一
鈴
木
茂
三
郎
（
社
会
党
中
央
執
行
委
員
、
左

派
）
一
吉
田
・
和
田
工
作
A
、
②
吉
田
－
禰
田
一
片
山
哲
（
社
会
党
委
員
長
）
一
吉
田
・
和
田
工
作
B
、
㈲
吉
田
－
福
田
篤
泰
（
首
相
秘
書
官
）
一
平

野
力
三
（
社
会
党
中
央
執
行
委
員
、
右
派
）
・
西
尾
末
弘
（
社
会
党
書
記
長
、
右
派
）
一
吉
田
・
福
田
工
作
、
ω
幣
原
一
木
村
小
左
衛
門
（
進
歩
党
顧
問
、

衆
議
院
副
議
長
）
一
平
野
増
吉
（
進
歩
党
代
議
士
）
一
平
野
力
三
（
社
会
党
中
央
執
行
委
員
、
右
派
）
1
1
幣
原
・
木
村
工
作
の
ル
ー
ト
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
る
。
今
ま
で
こ
の
第
一
次
連
立
工
作
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
ω
と
②
の
和
田
工
作
と
、
③
の
う
ち
西
尾
に
通
ず
る
ラ
イ
ン
が
注
目
さ
れ
、
進
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

党
が
行
っ
た
幣
原
か
ら
平
野
力
三
に
至
る
ω
の
ル
ー
ト
は
閑
却
さ
れ
て
き
た
観
が
あ
る
。
事
の
真
相
を
窺
い
つ
つ
行
論
を
進
め
た
い
。

　
吉
田
茂
『
回
想
十
年
』
（
毛
繕
社
、
一
九
五
七
年
、
一
四
三
頁
）
に
「
…
…
当
時
の
進
歩
党
の
幹
部
の
人
た
ち
の
間
で
は
、
右
の
社
会
党
と
の
連

立
論
が
可
成
り
盛
ん
で
、
特
に
そ
の
総
裁
で
あ
り
、
ま
た
私
の
内
閣
の
国
務
大
臣
で
あ
っ
た
幣
原
琉
も
熱
心
な
連
立
支
持
老
で
あ
っ
た
」
と
あ

り
、
『
湛
山
日
記
』
（
1
2
・
2
4
）
に
は
「
内
閣
改
造
に
つ
き
て
河
合
及
び
膳
両
相
来
談
、
首
相
及
び
幣
原
国
務
相
に
は
桂
会
党
員
を
入
閣
せ
し
め

る
意
図
あ
り
と
、
笑
ふ
べ
し
」
と
あ
る
（
石
橋
湛
山
著
、
石
橋
湛
山
記
念
財
団
、
一
九
七
四
年
、
一
七
一
頁
）
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
強
い
自
進
提
携

論
者
で
あ
っ
た
は
ず
の
幣
原
が
、
議
会
解
散
決
議
案
上
程
後
積
極
的
な
社
会
党
と
の
連
立
論
者
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
よ
う
。
幣
原
の
政
権
構
想
の
転
換
が
な
ぜ
生
じ
た
か
は
、
い
ま
し
ぼ
ら
く
措
く
と
し
て
、
ま
ず
は
幣
原
・
木
村
工
作
の
経
過
を
辿
ろ
う
。

『
芦
田
日
記
』
（
1
2
・
2
7
）
は
記
す
。

　
　
「
昼
食
後
、
食
堂
で
顔
を
合
せ
た
平
野
増
吉
君
に
『
｝
寸
』
と
い
っ
て
二
人
で
副
議
長
壼
へ
入
っ
て
対
談
し
た
。
平
野
君
の
言
ふ
処
に
よ
る
と
、
同
需
は
両
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三
日
前
幣
原
男
に
面
会
。
政
局
の
前
途
と
い
ふ
よ
り
は
、
救
国
の
方
途
と
し
て
、
こ
の
儘
で
は
や
っ
て
行
け
な
い
、
社
会
党
の
右
派
を
取
り
入
れ
た
聯
立
内

　
閣
が
円
満
を
期
す
る
唯
　
の
途
で
あ
る
旨
を
進
言
し
た
。
幣
原
男
は
内
閣
改
造
で
行
き
た
い
と
述
べ
て
承
引
し
な
か
っ
た
。
然
し
今
日
、
吉
田
首
相
と
会
談

　
す
る
こ
と
に
な
っ
て
み
る
。
社
会
党
の
右
翼
は
堅
く
決
心
し
て
、
聯
立
内
閣
の
組
織
に
は
内
閣
が
一
応
辞
職
す
る
こ
と
、
そ
の
場
合
に
は
左
派
の
一
部
が
分

　
裂
し
て
も
突
進
す
る
こ
と
に
決
し
て
み
る
と
の
こ
と
で
、
平
野
君
は
私
に
も
そ
の
運
動
に
力
を
籍
し
て
く
れ
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
」
。

　
平
野
増
吉
の
言
う
社
会
党
右
派
の
決
心
な
る
も
の
は
彼
の
実
弟
で
あ
る
平
野
力
三
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
来
幣
原
・
木
村
工

作
と
言
わ
れ
る
工
作
の
そ
も
そ
も
の
震
源
地
は
平
野
力
三
な
い
し
は
少
な
く
と
も
平
野
兄
弟
の
周
辺
に
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

こ
こ
で
の
話
の
ポ
イ
ン
ト
は
む
し
ろ
、
連
立
内
閣
組
織
に
は
内
閣
の
総
辞
職
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
連
立
の
相
手
と
し
て
社
会
党
右
派

が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
内
閣
総
辞
職
と
な
れ
ば
、
首
班
の
交
代
は
必
至
で
あ
り
、
し
か
も
社
会
党
を
一
丸
と
し
た

連
立
で
は
な
い
の
で
社
会
党
首
班
内
閣
は
困
難
と
な
る
。
と
な
れ
ぼ
、
首
班
が
再
び
幣
原
に
回
る
と
言
う
可
能
性
も
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
幣
原
・
木
村
工
作
は
、
最
初
、
幣
原
首
班
を
前
提
に
し
て
出
発
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
芦
田
は
こ
の
平
野
増
吉
の
シ
ナ

リ
ナ
を
「
政
変
夢
想
劇
」
と
記
し
た
（
芦
四
手
帳
1
2
・
2
7
）
。

　
平
野
か
ら
協
力
を
依
頼
さ
れ
た
芦
田
は
「
…
…
私
が
動
く
こ
と
は
野
心
あ
る
も
の
x
如
く
思
は
れ
る
の
で
…
…
動
き
に
く
い
」
と
答
え
た
が
、

そ
の
臼
、
懸
詞
社
で
「
平
野
説
」
の
信
愚
詠
を
確
信
す
る
（
芦
田
日
記
同
前
）
や
、
一
二
月
三
一
日
、
幣
原
を
往
訪
し
た
。
芦
田
は
幣
原
に
「
議

会
は
こ
の
儘
で
も
乗
り
切
れ
ま
す
、
然
し
議
会
だ
け
で
勝
つ
と
い
ふ
こ
と
よ
り
は
日
本
を
救
ふ
に
は
国
民
が
本
気
に
働
く
と
い
ふ
気
持
ち
に
な

っ
て
貰
ふ
こ
と
が
何
よ
り
で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
人
心
を
新
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
、
そ
れ
に
は
社
会
党
を
入
れ
た
聯
立
で
幣
原
男
を
総

理
に
す
る
外
に
道
は
あ
り
ま
せ
ぬ
」
と
力
説
し
た
。
閣
僚
減
少
に
伴
う
党
内
の
不
満
や
四
月
の
幣
原
内
閣
居
座
り
工
作
に
対
す
る
「
世
間
」
の

批
判
が
尾
を
ひ
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
危
惧
す
る
幣
原
は
、
「
何
と
か
し
て
改
造
で
や
っ
て
行
き
た
い
」
と
煮
え
き
ら
な
か
っ
た
が
、
総
辞
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

連
立
の
う
え
で
首
班
に
立
つ
決
心
を
迫
る
芦
田
の
話
を
参
考
に
な
っ
た
と
謝
し
た
（
芦
田
日
記
1
2
・
3
1
）
。

・
年
が
明
け
て
、
幣
原
は
、
一
月
二
日
、
四
日
の
両
日
吉
田
と
会
見
し
社
会
党
と
の
連
立
問
題
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
（
読
売
1
・
9
）
。
し
99　（871）



か
し
こ
の
時
両
者
が
進
め
て
い
た
連
立
工
作
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
語
り
合
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
も
っ
と
も
こ
の
会
見
に

触
れ
て
『
読
売
』
（
同
前
）
は
「
社
会
党
に
対
し
交
渉
を
開
始
す
る
時
期
と
方
法
に
つ
い
て
は
熟
慮
中
』
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
両
者
が
各
々
の

立
場
で
「
社
会
党
を
加
へ
た
三
党
連
立
政
権
し
（
前
掲
『
幣
原
喜
重
郎
』
、
七
一
八
頁
）
の
実
現
に
向
け
て
の
機
運
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
程
度
の

こ
と
は
合
意
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
後
幣
原
の
周
辺
で
は
、
木
村
小
左
衛
門
の
動
き
が
活
発
化
す
る
。
木
村
は
、
一
月
七
日
、
幣
原
と

会
見
し
た
後
、
一
月
八
日
、
大
久
保
留
次
郎
自
由
党
総
務
に
社
会
党
と
の
連
立
に
同
調
す
る
こ
と
を
要
請
し
（
読
売
－
・
9
）
、
同
日
、
平
野
増

吉
を
通
じ
て
西
尾
と
の
会
見
を
申
し
入
れ
（
同
前
－
・
1
1
）
、
さ
ら
に
、
翌
九
日
、
林
譲
治
内
閣
書
記
官
長
を
通
じ
て
、
吉
田
に
、
自
由
党
の
考

え
方
を
速
や
か
に
連
立
の
方
向
に
ま
と
め
る
よ
う
進
言
し
た
（
毎
日
！
・
1
0
）
。
た
だ
、
こ
こ
で
閲
題
と
な
る
の
は
、
木
村
が
、
内
閣
改
造
か
総

辞
職
か
は
別
と
し
て
あ
く
ま
で
吉
田
を
首
班
と
す
る
社
会
党
と
の
連
立
講
想
を
掲
げ
て
動
い
た
（
同
前
）
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
木
村
構
想
の
由
来

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
以
後
の
経
過
か
ら
見
て
平
野
の
シ
ナ
リ
オ
が
簡
単
に
葬
り
去
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
（
吉
田
の
側
近
の
間
に
は
、

総
辞
職
連
立
吉
田
へ
の
再
降
下
の
際
の
奏
請
プ
ロ
セ
ス
へ
の
疑
心
と
三
党
首
会
談
に
よ
る
首
班
選
出
は
大
権
私
議
に
な
ら
ぬ
か
と
の
懸
念
が
あ
っ
た
〈
朝
日
1

・
1
0
＞
。
）
西
尾
と
の
会
見
に
つ
い
て
は
、
「
党
内
事
情
か
ら
総
辞
職
後
で
な
け
れ
ぼ
正
式
に
会
い
た
く
な
い
」
旨
の
西
尾
の
返
答
で
保
留
と
な
っ

た
（
読
売
1
．
1
1
）
も
の
の
、
と
も
あ
れ
、
党
顧
問
の
要
職
に
あ
る
木
村
が
動
く
こ
と
で
幣
原
の
連
立
工
作
は
公
然
化
し
、
進
歩
党
内
は
「
総
辞

職
連
立
」
（
読
売
－
・
1
2
）
の
方
向
に
ま
と
ま
っ
て
い
っ
た
。
犬
養
も
、
木
村
工
作
が
一
段
落
し
た
一
月
一
一
日
、
幣
原
を
往
訪
後
記
者
会
見
し
、

「
…
…
内
閣
も
一
部
改
造
で
社
会
党
を
抱
き
込
む
よ
り
一
度
総
辞
職
し
て
、
自
、
進
、
社
三
党
の
連
立
を
行
う
方
が
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
て
い
蕊

と
思
う
。
…
…
と
も
か
く
政
局
に
関
す
る
幣
原
総
裁
と
私
の
意
見
は
大
体
一
致
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
（
朝
日
1
・
1
2
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
自
暴
提
携
論
を
と
る
幹
部
を
多
く
抱
え
た
進
歩
党
が
な
ぜ
に
か
く
も
積
極
的
に
社
会
党
と
の
連
立
工
作
に
猛
進
し
始
め
た
の
か
。

『
読
売
』
（
1
・
1
3
）
は
言
う
。

　
　
「
…
…
進
歩
党
と
い
ふ
よ
り
む
し
ろ
幣
原
総
裁
が
何
故
に
三
派
連
立
に
乗
り
気
な
の
か
P
そ
の
根
拠
の
「
つ
と
し
て
さ
き
の
特
別
議
会
の
さ
い
進
歩
党
の
犬

　
養
氏
が
敗
戦
日
本
再
建
の
政
策
と
し
て
進
歩
政
策
の
採
用
い
わ
ゆ
る
修
正
資
本
主
義
採
用
の
方
式
が
代
弁
さ
れ
た
ご
と
く
、
今
度
は
そ
の
実
践
と
も
見
ら
れ

10e　（872）
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る
。
こ
れ
を
称
し
て
同
党
は
現
状
維
持
の
単
な
る
保
守
党
で
は
な
い
と
い
ふ
向
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
時
局
か
ら
浮
き
あ
が
る
ま
い
と
す
る
意
欲
は
自

　
由
党
よ
り
一
歩
で
て
い
る
よ
う
だ
。
も
う
一
つ
に
は
政
局
安
定
の
た
め
に
は
ま
ず
議
会
勢
力
バ
ラ
ン
ス
に
よ
る
安
定
を
重
視
す
る
幣
原
総
裁
の
政
治
信
念
に

　
も
と
つ
く
構
想
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
れ
を
強
い
て
い
え
ば
同
総
裁
の
政
治
に
対
す
る
玄
人
の
深
慮
と
い
っ
て
よ
く
、
こ
こ
に
進
歩
政
策
実
現
の

　
前
提
と
し
て
三
派
連
立
へ
の
基
本
方
針
が
吉
田
首
相
と
の
間
に
意
見
の
一
致
を
み
た
も
の
と
解
さ
れ
る
」
。

　
こ
の
記
事
は
進
歩
党
の
内
情
を
的
確
に
捉
え
て
い
る
。
進
歩
党
の
連
立
工
作
へ
の
積
極
姿
勢
の
背
景
に
は
、
ま
ず
は
前
節
で
見
た
犬
養
ら
少

壮
派
に
よ
る
修
正
資
本
主
義
政
策
の
採
用
が
あ
り
、
そ
れ
に
積
年
の
外
交
官
僚
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
が
培
っ
た
は
ず
の
幣
原
の
勢
力
均
衡
政
治
へ

の
信
念
が
加
わ
っ
た
と
言
う
の
だ
。
進
歩
党
に
と
っ
て
第
一
次
連
立
工
作
は
、
言
う
な
れ
ば
犬
養
ら
少
壮
派
の
保
守
「
革
新
」
構
想
と
現
実
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

治
に
長
け
た
幣
原
ら
幹
部
の
政
治
術
と
の
合
作
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
一
月
＝
二
日
、
吉
田
と
幣
原
は
会
見
し
、
当
面
す
る
経
済
危
機
突
破
の
た
め
「
自
、
進
、
社
三
大
政
党
の
提
携
連
立
を
主
眼
と
し
た
救
国
政

治
運
動
」
を
展
開
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
（
読
売
1
・
1
4
）
。
連
立
政
権
に
至
る
手
順
、
閣
僚
配
分
、
政
策
協
定
な
ど
詰
め
る
べ
き
課
題
は
残
さ

れ
て
い
た
が
、
両
者
が
進
め
て
き
た
連
立
工
作
は
い
よ
い
よ
正
式
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
日
再
び
幣
原
を
往
訪
し
た
犬
養
は
記
者
団
に
「
…

…
総
裁
の
救
国
政
治
運
動
展
開
の
線
に
沿
っ
て
共
同
歩
調
を
と
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
語
っ
た
（
同
前
）
。
ま
た
そ
の
夜
平
野
増
吉
に
電
話
し

た
芦
田
は
、
「
凡
て
順
潮
に
進
行
中
で
す
」
と
の
返
事
を
得
た
（
芦
田
日
記
1
・
1
5
）
。
翌
一
四
日
、
二
進
両
党
幹
部
懇
談
会
は
、
時
局
収
拾
の
方

策
は
吉
田
、
幣
原
両
総
裁
に
一
任
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
朝
臼
－
・
1
5
）
。
吉
田
と
幣
原
の
合
意
は
、
連
立
工
作
を
西
尾
と
平
野
ら
右
派
の
ラ

イ
ン
に
ま
と
め
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
吉
田
は
、
一
月
一
三
日
半
一
四
日
の
両
日
付
け
で
和
田
に
書
簡
を
送
り
、
す
で
に
難
渋
し
て
い
た
片
山

と
鈴
木
と
の
交
渉
を
控
え
る
よ
う
要
請
し
た
。
和
田
は
こ
れ
を
幣
原
の
「
横
槍
」
と
と
ら
え
た
（
大
竹
啓
介
『
幻
の
花
和
田
博
雄
の
生
涯
上
』

四
二
〇
、
四
二
五
頁
）
。

　
第
一
次
連
立
工
作
は
、
こ
の
後
、
周
知
の
通
り
、
労
農
民
主
勢
力
に
支
え
ら
れ
た
社
会
党
左
派
が
、
「
危
機
突
破
緊
急
対
策
」
を
掲
げ
て
吉

田
首
班
連
立
内
閣
に
激
し
く
反
発
す
る
中
で
、
一
月
一
五
日
、
一
六
日
の
吉
田
と
西
尾
、
平
野
の
折
衝
と
な
る
が
、
主
と
し
て
石
橋
財
政
の
存
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続
を
争
点
に
し
た
閣
僚
の
振
り
分
け
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
、
連
立
政
権
成
立
の
手
順
も
、
政
策
協
定
も
問
題
に
な
ら
な
い
ま
ま
蹉
鉄
を
き
た
し
、

翌
一
七
日
の
吉
田
、
幣
原
、
片
山
三
者
に
よ
る
名
目
的
な
党
首
会
談
で
終
止
符
を
打
っ
た
。

　
第
一
次
連
立
工
作
は
頓
挫
し
た
が
、
そ
れ
は
連
立
工
作
そ
の
も
の
の
終
焉
で
は
な
か
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
全
国
官
公
庁
労
働
者
共
同
闘

争
委
員
会
（
共
闘
）
は
、
連
立
工
作
打
ち
切
り
の
十
一
月
一
八
日
、
二
月
一
日
を
期
し
て
全
国
一
斉
に
ゼ
ネ
ス
ト
に
突
入
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、

共
闘
二
六
〇
万
人
の
こ
の
闘
争
は
、
す
で
に
一
月
一
五
日
に
発
足
し
て
い
た
全
国
共
同
闘
争
委
員
会
（
全
闘
）
の
支
援
を
得
て
、
日
本
の
労
働
者

六
〇
〇
万
人
に
よ
る
空
前
の
大
闘
争
に
な
っ
た
。
こ
の
労
働
攻
勢
の
「
大
津
波
」
に
対
応
を
計
る
べ
く
連
立
工
作
が
再
燃
す
る
こ
と
は
必
至
で

あ
っ
た
。

　
第
二
次
連
立
工
作
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
季
立
工
作
に
ま
だ
望
み
を
託
し
て
い
る
こ
と
を
語
る
一
月
二
一
日
の
吉
田
の
記
者
会

見
、
さ
ら
に
こ
れ
に
呼
応
す
る
が
如
く
行
わ
れ
た
一
月
二
三
日
の
社
会
党
中
央
執
行
委
員
会
の
決
定
（
ω
吉
田
内
閣
総
辞
職
、
②
野
党
三
派
及
び
自

進
両
党
に
よ
る
新
政
権
協
議
）
と
言
う
準
備
段
階
を
経
て
、
一
月
二
五
日
の
吉
照
、
幣
原
会
談
で
本
格
化
し
、
一
月
二
八
日
、
片
山
を
加
え
た
三

党
首
会
談
に
な
っ
た
が
、
石
橋
財
政
の
存
続
問
題
ほ
か
閣
僚
配
分
、
協
民
党
入
閣
問
題
で
再
び
暗
礁
に
乗
り
上
げ
、
翌
二
九
日
、
社
会
党
の
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

式
拒
絶
回
答
と
い
う
結
末
と
な
る
。

　
犬
養
ら
進
歩
党
少
壮
派
の
動
向
を
見
て
み
よ
う
。
要
点
を
先
取
り
す
れ
ば
、
第
二
次
連
立
工
作
の
時
点
で
、
彼
ら
の
活
動
の
重
点
は
次
の
二

つ
に
置
か
れ
た
。
一
つ
は
、
連
立
工
作
と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
自
由
党
と
の
政
策
協
定
作
成
過
程
に
お
い
て
同
党
と
の
理
念
・
政
策
上
の
懸
隔

を
顕
著
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、
社
会
党
と
の
連
立
工
作
が
再
び
持
ち
上
が
る
や
、
機
敏
に
そ
れ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
自
ら
の
威

勢
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　
自
進
政
策
協
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
一
次
連
立
工
作
の
過
程
で
、
社
会
党
と
の
連
立
に
反
対
す
る
自
由
党
の
幹
部
た
ち
に
よ

っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
（
毎
日
1
・
1
3
）
が
、
積
極
的
に
連
立
工
作
を
進
め
る
進
歩
党
幹
部
た
ち
は
、
差
し
詰
め
ば
こ
れ
を
第
一
義
と
せ
ず
、
連

立
工
作
の
失
敗
の
折
に
は
、
政
策
協
定
懇
談
会
を
設
け
、
さ
ら
に
あ
わ
よ
く
ば
自
学
合
同
に
ま
で
運
び
た
い
と
し
て
い
た
（
同
前
1
・
1
4
）
。
言
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労働攻勢と進歩党少壮派（三川）

わ
ば
第
一
次
連
立
工
作
に
伏
在
し
て
い
た
政
策
協
定
閥
題
は
、
果
た
し
て
工
作
の
失
敗
に
よ
り
表
面
化
し
た
。

　
一
月
一
八
日
、
自
進
両
党
幹
部
は
、
両
党
の
結
束
強
化
の
方
策
と
し
て
、
危
局
突
破
に
必
要
な
緊
急
政
策
の
協
定
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、

各
々
六
名
（
毎
日
－
・
2
0
）
の
起
草
委
員
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
（
沢
目
－
・
2
0
）
。
し
か
し
、
一
月
二
三
日
、
双
方
が
持
ち
寄
っ
た
原
案
は
、
際
立

っ
た
対
照
を
見
せ
て
い
た
。
自
由
党
案
は
、
「
供
出
後
の
米
麦
の
自
由
販
売
糊
」
「
生
鮮
食
糧
品
統
制
撤
廃
」
「
重
要
産
業
の
国
家
管
理
へ
の
原

則
的
反
対
」
な
ど
自
由
主
義
的
経
済
政
策
を
基
調
と
し
て
い
た
が
、
他
方
、
進
歩
党
案
は
、
新
綱
領
・
政
策
に
基
づ
い
て
「
生
産
財
増
大
の
た

め
の
経
済
非
常
再
建
法
に
よ
る
超
重
点
主
義
の
強
行
」
「
石
炭
、
木
材
、
鉄
鋼
、
化
学
肥
料
工
業
の
国
家
管
理
と
こ
れ
ら
企
業
の
社
会
化
」
「
超

重
点
主
義
に
伴
う
失
業
対
策
と
し
て
広
範
な
る
社
会
保
険
制
度
の
確
立
」
「
産
業
復
興
会
議
の
線
に
よ
る
企
業
経
営
形
態
」
二
切
の
や
み
行
為

の
徹
底
的
取
締
り
」
な
ど
修
正
資
本
主
義
的
統
制
経
済
政
策
を
強
く
押
し
出
し
て
い
た
（
朝
日
－
・
2
3
）
。
進
歩
党
委
員
に
は
、
犬
養
、
小
坂
、
保

利
茂
ら
少
壮
派
と
石
黒
が
い
た
。
結
局
そ
の
聞
は
結
論
を
得
ず
、
石
炭
・
肥
料
・
鉄
鋼
の
三
重
要
産
業
の
国
家
管
理
と
供
出
後
の
米
の
自
由
販

売
を
争
点
に
連
日
協
議
、
一
月
二
七
日
、
青
木
孝
義
（
自
）
と
小
坂
が
成
文
化
し
（
読
売
－
・
2
8
）
、
二
八
日
、
二
九
日
の
両
日
、
政
策
協
定
会
議

に
か
け
ら
れ
た
（
芦
田
手
帳
1
・
2
8
、
1
・
2
9
）
。
『
合
同
』
（
1
・
2
9
）
，
に
は
、
二
七
日
の
段
階
で
、
政
策
協
定
は
石
炭
と
イ
ン
フ
レ
問
題
を
除
き
原

則
的
に
意
見
一
致
を
み
、
両
問
題
も
最
終
的
に
二
八
日
に
は
成
案
を
得
る
と
の
見
通
し
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
も
、
「
社
会
党
と
の
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

立
工
作
が
政
治
的
に
成
功
し
た
場
合
に
こ
の
よ
う
な
根
本
的
な
政
策
で
く
い
ち
が
い
が
あ
っ
て
は
ま
ず
い
と
い
う
急
報
か
ら
そ
の
発
表
は
政
局

の
推
移
と
に
ら
み
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
る
も
の
」
（
読
売
－
・
2
8
）
と
い
っ
た
類
い
の
も
の
で
あ
り
、
ど
れ
ほ
ど
実
質
的
な
政
策
協
調
が
で
き
た
か

は
疑
問
で
あ
る
。
令
旨
両
党
政
策
協
定
協
議
は
実
質
的
に
は
不
調
に
終
わ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
自
由
党
の
委
員
の
一
人
芦
田
の
「
新
し

い
仕
事
は
自
由
党
の
脱
皮
で
あ
る
。
政
策
の
再
検
討
と
党
勢
の
拡
張
」
（
芦
田
日
記
－
・
2
8
）
と
い
う
記
述
は
こ
れ
を
裏
打
ち
し
て
い
よ
う
。

　
自
由
党
と
の
政
策
協
定
作
成
過
程
に
見
ら
れ
た
保
守
党
と
し
て
の
理
念
・
政
策
の
食
い
違
い
は
、
政
権
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
、
す
な
わ
ち
連

立
工
作
に
も
影
を
落
と
し
た
。
第
一
次
連
立
工
作
が
挫
折
し
た
後
、
進
歩
党
幹
部
た
ち
は
、
内
閣
の
大
改
造
を
希
望
し
つ
つ
も
具
体
的
措
置
に

つ
い
て
は
幣
原
に
一
任
と
い
う
態
度
を
貫
い
た
（
朝
霞
－
・
1
9
及
び
読
売
－
・
3
1
）
。
管
見
に
て
各
紙
を
見
る
限
り
、
す
で
に
幹
部
た
ち
の
間
に
は
、103　（875）



総
辞
職
連
立
の
声
は
聞
か
れ
な
い
。
し
か
し
犬
養
ら
少
壮
派
は
異
な
っ
た
。
犬
養
は
、
一
月
二
二
日
、
進
歩
党
の
政
策
協
定
準
備
会
の
後
、
次

の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
　
「
進
歩
党
と
し
て
は
新
政
策
の
線
に
そ
い
当
面
す
る
重
大
危
機
突
破
に
つ
い
て
栢
当
思
い
切
っ
た
案
を
提
示
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
自
由
党
の
方
か
ら
は
は

　
じ
め
か
ら
呑
め
な
い
よ
う
な
案
を
出
さ
な
い
で
く
れ
と
の
申
入
れ
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
重
大
危
局
は
と
て
も
生
ぬ
る
い
こ
と
で
は
脱
け
切
れ
ぬ
し
、
少
壮
の

　
人
達
は
社
会
党
左
派
の
政
策
に
も
全
幅
的
に
賛
成
し
て
い
る
ほ
ど
だ
か
ら
そ
う
い
う
空
気
も
当
然
反
映
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
…
…
連
立
に
失
敗
し
た
こ
と
は
吉

　
田
内
閣
の
信
用
を
さ
ら
に
割
引
せ
し
め
た
結
果
に
な
り
現
内
閣
の
施
策
は
心
理
的
に
は
労
働
者
の
反
発
を
蒙
る
だ
ろ
う
」
（
副
耳
1
・
2
2
）
。

　
こ
の
発
言
は
、
政
策
協
定
協
議
に
向
け
て
の
犬
養
の
心
構
え
を
諮
っ
た
も
の
だ
が
、
図
ら
ず
も
こ
の
時
点
の
犬
養
の
政
権
構
想
を
浮
き
出
し

て
い
る
。
自
進
両
党
政
策
協
定
協
議
の
難
航
は
、
犬
養
に
と
っ
て
左
派
を
も
含
む
社
会
党
と
の
連
立
政
権
実
現
の
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
だ
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
『
民
報
』
は
こ
れ
に
犬
養
「
再
連
立
を
示
唆
」
と
の
見
落
し
を
打
っ
た
。
社
会
党
が
左
派
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
連
立

政
権
協
議
を
党
是
と
し
た
一
月
二
三
日
、
川
崎
、
荒
木
武
行
、
坪
川
信
三
、
橘
直
治
、
原
健
三
郎
、
岡
部
得
三
ら
進
歩
党
少
壮
派
は
、
政
府
は

総
辞
職
す
べ
し
と
の
意
見
を
も
っ
て
（
朝
日
1
・
2
5
）
幣
原
と
会
見
、
社
会
党
と
の
連
立
実
現
に
極
力
努
力
す
る
こ
と
、
政
党
と
し
て
産
業
復
興

運
動
を
積
極
的
に
支
援
す
べ
き
こ
と
を
進
言
し
た
（
読
売
－
・
2
5
）
。
ま
た
、
第
二
次
連
立
工
作
が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
て
い
た
一
月
二
七
日
、

進
歩
党
有
志
代
議
士
会
は
、
幣
原
に
速
や
か
な
挙
国
政
治
体
制
の
樹
立
を
要
望
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
（
読
売
－
・
2
8
）
。
こ
れ
ら
は
、
犬

養
の
構
想
と
軌
を
一
に
し
た
行
動
と
み
ら
れ
る
。

　
挫
折
し
た
二
つ
の
連
立
工
作
の
実
際
上
の
駆
け
引
き
に
お
い
て
、
犬
養
ら
少
壮
派
は
必
ず
し
も
主
役
を
演
じ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
枯

れ
木
に
花
を
咲
か
せ
る
が
如
き
総
辞
職
連
立
幣
原
首
班
構
想
も
、
彼
ら
に
よ
る
党
の
政
綱
の
「
革
新
」
あ
れ
ば
こ
そ
進
行
で
き
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
。
そ
の
意
味
で
彼
ら
は
、
第
一
次
連
立
工
作
と
言
う
舞
台
の
裏
方
を
務
め
た
。
さ
ら
に
第
二
次
連
立
工
作
の
過
程
で
は
、
自
由
党
と
の

政
策
協
定
協
議
で
、
修
正
資
本
主
義
政
策
を
強
く
主
張
し
、
社
会
党
と
の
連
立
政
権
以
外
に
危
局
打
開
の
方
途
が
な
い
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
と
も
に
、
実
際
に
も
そ
の
た
め
の
示
威
行
動
を
と
っ
た
。
前
記
O
S
S
文
書
の
「
現
内
閣
の
危
機
〕
（
一
九
頁
）
は
、
第
二
次
連
立
工
作
再
開
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労働攻勢と進歩党少壮派（三川）

の
立
て
役
者
と
し
て
、
修
正
資
本
主
義
構
想
を
懐
抱
す
る
官
僚
の
リ
ー
ダ
ー
格
た
る
和
田
農
相
と
、
進
歩
党
少
壮
派
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
正
鵠
を
射
た
観
察
だ
と
言
え
よ
う
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
連
立
工
作
に
失
敗
し
た
吉
田
内
閣
は
、
一
月
三
一
日
、
官
僚
と
学
者
に
偏
し
た
守
旧
的
な
内
閣
改
造
を
行
っ
て
危
局
を
や

り
過
ご
そ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
そ
の
日
一
一
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
禁
止
命
令
を
発
す
る
と
と
も
に
、
一
一
月
七
日
、
吉
田
首
相
に
対

し
て
総
選
挙
実
施
を
命
ず
る
書
簡
を
送
っ
た
。
こ
う
し
て
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
を
機
に
G
H
Q
の
望
む
「
中
道
政
治
」
に
新
た
な
左
右
の
限
界
が

設
定
さ
れ
た
時
、
進
歩
党
少
壮
派
の
保
守
「
革
新
」
運
動
は
、
次
の
新
し
い
段
階
へ
と
移
行
す
る
。

①
　
U
①
℃
9
・
訴
ヨ
①
馨
。
｛
ω
冨
g
㌧
潔
＜
一
ω
一
8
0
臨
男
⑦
器
霧
9
8
『
哨
p
壇
団
舘
♂

　
ら
、
ω
詳
轟
匡
8
器
℃
O
詳
－
智
℃
磐
．
、
層
団
。
げ
並
等
冤
廷
曽
δ
蒔
メ
や
刈
◎
本
文
書
は
、

　
、
、
○
あ
．
ω
．
＼
ω
＄
8
U
o
℃
p
詳
ヨ
。
暮
ぎ
8
一
一
お
魯
o
o
9
註
閃
⑦
ω
o
母
。
ド
國
。
℃
o
詳

　
困
押
℃
8
ジ
〈
不
興
℃
雪
㌧
麹
。
『
0
9
㌧
ω
8
昏
①
霧
け
〉
ω
一
ρ
．
．
慧
〉
二
一
〇
『
0
2
ヨ
℃
き
㎞
8
け

　
o
h
q
鼠
く
。
屋
浮
《
勺
⊆
σ
嵩
。
騨
畠
。
膨
o
h
》
ヨ
〇
二
〇
2
H
【
”
9
6
刈
圃
り
潟
一
囲
く
1
ρ
に
収
録

　
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
O
S
S
文
書
と
略
称
。

②
　
　
「
こ
れ
か
ら
（
内
閣
不
信
任
案
の
上
程
後
－
筆
者
）
政
府
、
与
党
、
野
党
で
現

　
在
の
危
機
を
め
ぐ
っ
て
大
闘
争
が
起
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
の
川
綺
秀
二
の

　
発
言
（
民
報
1
2
・
9
）
は
、
こ
の
記
事
の
観
察
に
裏
づ
け
を
与
え
て
い
る
。

③
　
少
壮
派
は
、
総
裁
以
下
、
党
の
要
職
の
ほ
と
ん
ど
の
公
選
を
め
ざ
し
た
（
読
売

　
1
2
・
4
）
が
、
幣
原
ら
要
路
の
抵
抗
に
遭
っ
て
、
翌
年
一
月
三
一
ヨ
の
党
大
会
で

　
は
、
実
際
に
は
、
総
務
、
院
内
総
務
、
及
び
代
議
士
会
長
・
副
会
長
だ
け
の
公
選

　
（
三
唱
4
7
・
2
・
1
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
但
し
総
務
；
一
名
の
う
ち
三
門
、
院
内

　
総
務
一
五
名
の
う
ち
五
名
は
総
裁
指
名
（
朝
日
同
前
）
。
こ
の
時
選
出
さ
れ
た
役
員

　
の
う
ち
、
厩
主
党
結
成
に
向
か
う
保
守
新
党
運
動
に
お
い
て
芦
田
均
と
並
ん
で
決

　
定
的
な
役
割
を
果
た
す
新
進
会
の
活
動
へ
の
参
加
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
活
動
か

　
ら
推
し
て
少
壮
派
系
と
見
ら
れ
る
人
物
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
通
り
。
（
D
は
総
裁
指

　
　
名
、
E
は
公
選
）
総
務
会
長
・
犬
養
健
（
D
）
、
総
務
・
地
崎
宇
三
郎
、
仲
川
房

次
郎
、
犬
養
健
、
保
利
茂
（
以
上
E
）
、
院
内
総
務
・
椎
熊
三
郎
、
坪
川
信
三
、

　
関
谷
勝
利
（
以
上
E
）
、
荒
木
武
行
（
D
）
、
政
務
調
査
会
長
・
石
黒
武
重
（
D
）
、

　
同
副
会
長
・
小
坂
善
太
郎
、
北
村
徳
太
郎
、
金
光
義
邦
（
以
上
D
）
。

④
　
こ
の
時
期
に
も
幹
部
公
選
と
と
も
に
党
名
改
称
問
題
が
浮
上
す
る
も
の
と
観
測

　
さ
れ
て
い
た
（
読
売
1
2
・
9
）
が
、
沙
汰
や
み
に
な
っ
て
い
る
（
朝
日
大
阪
1
2
・

　
1
6
）
。
こ
れ
は
少
壮
派
が
党
名
と
い
う
外
見
に
こ
だ
わ
る
よ
り
は
ま
ず
は
内
実
を

　
整
え
る
こ
と
に
重
点
を
轟
く
と
い
う
戦
術
を
と
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

⑤
　
こ
の
三
期
、
犬
養
は
『
中
央
公
論
』
（
～
九
四
七
年
一
月
号
）
に
「
保
守
党
談

　
義
」
な
る
論
説
を
発
表
し
、
綱
領
に
あ
る
「
社
会
連
帯
主
義
」
「
革
新
政
策
」
な
ど

　
の
文
言
は
用
い
な
い
ま
で
も
、
同
様
の
立
論
に
よ
り
理
想
と
す
る
保
守
党
の
あ
り

　
方
を
示
し
て
い
る
。
綱
領
の
作
成
に
当
た
っ
て
犬
養
と
起
草
委
員
と
の
間
に
十
分

　
な
下
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

⑥
綱
領
の
言
う
「
社
会
連
帯
主
義
」
理
念
の
直
接
の
淵
源
は
、
今
の
と
こ
ろ
よ
く

　
わ
か
ら
な
い
。
「
社
会
連
帯
」
と
言
う
言
葉
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
第
一
次
大
戦
後

　
社
会
怠
業
理
念
と
し
て
輸
入
さ
れ
、
昭
和
初
年
に
か
け
て
提
唱
さ
れ
た
レ
オ
ン
・

　
ブ
ル
ジ
ョ
ア
（
ピ
＆
昌
b
ロ
。
霞
σ
q
o
o
訪
）
な
ど
の
「
社
会
連
帯
」
観
に
迂
る
こ
と
が
で

　
き
よ
う
（
石
田
雄
『
日
本
の
政
治
と
言
葉
　
上
　
「
自
由
」
と
「
福
祉
」
』
、
東
京
大

　
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
、
二
六
八
一
二
七
四
頁
、
を
参
照
）
。
因
に
社
会
思
想
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社
編
（
代
蓑
荘
原
達
）
『
改
訂
縮
刷
社
会
科
学
大
辞
典
』
（
改
造
社
、
一
九
三

二
年
）
に
は
、
「
社
会
連
帯
」
の
項
目
が
あ
り
（
茗
荷
房
吉
執
筆
）
、
ロ
ー
マ
法
に

見
ら
れ
る
法
律
上
の
意
味
、
コ
ン
ト
、
デ
ィ
ル
ケ
ー
ム
、
デ
ュ
ギ
ュ
イ
ら
の
社
会

学
的
概
念
、
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
「
一
種
の
政
治
哲
学
乃
至
社
会
政
策
た
る

社
会
連
帯
主
義
」
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た

　
「
社
会
連
帯
」
理
念
と
小
坂
の
言
う
「
社
会
連
帯
主
義
」
と
が
ど
の
よ
う
に
連
関

す
る
の
か
は
ま
だ
判
然
と
し
な
い
。
小
坂
は
、
自
著
『
修
正
資
本
主
義
の
構
想
』

に
お
い
て
社
会
的
生
産
活
動
に
お
け
る
「
個
人
の
創
意
」
（
自
由
の
意
味
か
一
筆

者
）
を
重
視
し
つ
つ
も
そ
れ
は
「
抵
会
の
公
共
の
福
祉
」
の
枠
を
出
て
は
な
ら
な

　
い
と
も
述
べ
て
お
り
（
一
七
一
｝
八
頁
）
、
そ
の
思
想
内
容
か
ら
す
る
と
、
む
し

　
ろ
小
坂
が
東
京
商
科
大
学
の
学
生
時
代
に
師
事
し
た
上
田
貞
次
郎
ら
が
昭
和
初
期

　
に
唱
え
た
「
新
自
由
主
義
」
（
石
田
、
同
前
欝
、
一
〇
九
一
一
｝
四
頁
、
を
参
照
）

　
に
近
い
。
（
小
坂
は
、
上
田
の
指
導
を
受
け
て
資
本
主
義
の
高
度
化
に
と
も
な
う
資

　
本
と
経
営
の
分
離
お
よ
び
幅
広
い
中
間
階
級
の
形
成
を
論
じ
た
卒
業
論
文
「
新
中

　
間
階
級
論
」
を
書
い
た
と
言
う
く
小
坂
善
太
郎
『
新
し
き
国
の
息
吹
き
を
求
め
て
』
、

　
六
三
一
六
四
頁
V
。
）
　
一
方
、
昭
和
研
究
会
の
三
木
清
も
ペ
ッ
シ
ュ
（
頃
．
娼
。
。
。
。
7
）

　
等
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
社
会
連
帯
主
義
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
う
（
塩

　
崎
弘
明
「
革
新
運
動
・
思
想
と
し
て
の
『
協
同
主
義
』
ー
ー
そ
の
諸
相
と
比
較

i
」
、
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
』
一
〇
、
一
九
八
八
年
、
所
収
、
二
七
〇
頁
）

　
か
ら
、
綱
領
の
被
会
連
帯
主
義
が
、
岡
研
究
会
の
周
辺
で
活
動
し
た
こ
と
の
あ
る

犬
養
の
着
想
で
あ
る
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。
綱
領
の
社
会
連
帯
主
義
の
直
接
の

　
淵
源
や
系
譜
か
否
か
は
劉
と
し
て
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
れ
ら
が
み
な
、
社
会
主

　
義
と
（
古
典
的
）
自
由
主
義
を
と
も
に
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ

　
れ
る
。

　
　
な
お
、
小
坂
善
太
郎
残
か
ら
は
、
自
著
『
修
正
資
本
主
義
の
構
想
』
の
写
し
を

　
恵
贈
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

⑦
　
補
足
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
自
由
党
の
自
由
主
義
経
済
論
を
検
討
し
た
論
著
と

　
し
て
、
山
本
潔
㎝
『
戦
…
後
危
機
に
お
け
る
労
働
運
動
－
一
戦
後
労
働
運
動
史
論
　
第

　
一
巻
一
隔
（
御
茶
の
水
書
勢
、
一
九
七
七
年
、
二
七
四
－
二
七
六
頁
）
及
び
大
嶽

　
秀
夫
、
前
掲
書
（
一
四
一
1
　
四
八
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
社
会
党
第
二
回
全
国
大

　
会
（
一
九
四
六
年
九
月
二
八
…
三
〇
日
）
の
議
案
か
ら
見
て
、
こ
の
時
期
社
会
党

　
が
重
視
し
て
い
た
経
済
政
策
は
、
イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
の
金
融
機
関
の
国
家
管

　
理
、
国
有
を
前
提
と
し
た
炭
鉱
の
国
家
管
理
、
及
び
肥
料
の
国
営
で
あ
っ
た
と
思

　
わ
れ
る
（
片
山
内
閣
記
録
刊
行
会
『
片
山
内
閣
片
山
哲
と
戦
後
の
政
治
』
、
片
山

　
哲
記
念
財
団
、
一
九
八
○
年
、
一
五
五
一
一
六
二
、
二
八
四
一
二
八
五
頁
、
を
参

　
照
）
。
占
領
改
革
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
っ
た
所
得
配
分
の
均
衡
化
や

　
経
済
機
会
の
均
等
化
な
ど
の
「
経
済
民
主
化
」
政
策
を
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
と

　
の
蘭
連
で
理
解
し
、
こ
れ
に
「
現
代
資
本
主
義
を
特
徴
づ
け
る
階
級
融
和
策
」
と

　
の
規
定
を
与
え
た
論
稿
に
、
三
和
良
一
「
戦
後
民
主
化
と
経
済
再
建
」
（
中
村
隆
英

　
編
『
日
本
経
済
史
　
7
　
「
計
繭
化
」
と
「
民
主
化
」
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九

　
年
、
所
収
）
が
あ
る
。

⑧
　
両
和
田
工
作
を
詳
し
く
描
い
た
も
の
に
、
大
竹
啓
介
『
幻
の
花
　
和
田
博
雄
の

　
生
涯
　
上
』
（
楽
游
書
房
、
一
九
八
一
年
）
四
＝
ニ
ー
四
二
六
頁
、
吉
田
・
西
尾
工

　
作
に
つ
い
て
は
、
猪
木
正
道
、
前
掲
書
、
二
五
九
一
二
六
七
頁
及
び
片
山
内
閣
記

　
録
刊
行
会
、
前
掲
書
、
一
六
七
－
一
七
九
頁
。
幣
原
・
木
村
工
作
に
つ
い
て
は
、

　
朝
日
新
聞
政
党
記
者
団
編
『
政
党
年
鑑
一
九
四
八
年
版
』
（
ニ
ェ
ー
ス
社
、
一
九

　
四
八
年
）
一
一
〇
一
二
一
頁
に
依
拠
し
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
諸
書
に
散
見
さ
れ
る

　
が
、
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
と
い
っ
た
研
究
は
な
い
。
そ
の
他
二
圓
の
連
立
工
作
に
お

　
け
る
社
会
党
の
動
き
を
分
析
し
た
も
の
に
、
高
橋
彦
博
『
日
本
の
社
会
民
主
主
義

　
政
党
』
（
法
政
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
）
二
八
五
－
二
八
入
貢
及
び
木
下
威

　
『
片
山
内
閣
史
論
』
（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
二
年
）
五
一
－
五
九
頁
、
が
あ
る
。

⑨
　
こ
の
日
平
野
増
吉
が
芦
田
に
電
話
で
、
西
尾
、
平
野
力
三
と
吉
田
と
の
会
見

　
（
お
そ
ら
く
一
二
月
二
八
目
）
で
も
、
幣
原
首
班
論
が
話
題
に
上
り
、
幣
原
に
ど

　
ち
ら
側
か
ら
話
を
す
る
か
で
応
酬
あ
っ
た
と
言
う
（
芦
田
日
記
1
2
・
3
1
）
が
、
西
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尾
の
回
想
（
『
西
尾
宋
広
の
政
治
覚
書
』
、
毎
日
新
聞
祉
、
一
九
六
八
年
、
七
四
－

　
七
六
頁
）
は
こ
の
こ
と
に
触
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
吉
田
に
同
行
し
た
と
思
し
き
首

　
相
合
書
加
福
照
篤
泰
の
追
想
文
も
同
様
に
そ
の
こ
と
を
記
し
て
い
な
い
（
福
田
篤

　
泰
「
人
間
吉
照
首
相
く
そ
の
一
　
▽
」
、
『
外
政
研
究
』
四
　
号
、
所
収
、
六
一
七
頁
）
。

⑩
　
進
歩
党
の
社
会
党
と
の
連
立
へ
の
態
度
と
の
新
綱
領
制
定
と
を
連
閨
さ
せ
る
見

　
方
は
、
前
記
O
S
S
文
書
の
「
現
在
の
内
閣
の
危
機
」
一
三
頁
及
び
『
合
肥
』
（
1
・

　
1
4
）
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
幣
原
自
身
は
、
一
月
三
一
日
の
進
歩
党
代
議
士
会
の

　
挨
拶
で
、
連
立
工
作
を
行
っ
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
「
政
治
上
、
経
済
上
、
社
会
上

　
の
現
状
並
に
人
心
の
傾
向
」
に
よ
っ
て
「
政
治
の
体
制
」
も
「
太
平
時
代
の
定
規
を

　
以
て
律
す
る
こ
と
が
で
き
な
」
く
な
っ
た
か
ら
だ
と
述
べ
て
い
る
（
国
立
国
会
図
書

　
館
・
幣
原
平
和
文
庫
所
蔵
資
料
「
進
歩
党
よ
り
民
主
党
へ
」
二
二
七
－
二
避
一
頁
）
。

⑪
第
二
次
連
立
工
作
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
政
党
年
鑑
　
一
九
四
八
年
版
恥
、
二
四

　
i
二
七
頁
及
び
大
竹
、
前
掲
書
、
四
二
六
一
四
三
〇
頁
、
を
参
照
。

⑫
　
こ
の
頃
、
社
会
党
左
派
の
理
論
的
指
導
者
山
川
均
が
「
…
…
今
後
の
目
本
再
建

　
の
方
向
と
し
て
は
、
吉
田
内
閣
と
難
も
、
社
会
主
義
を
大
幅
に
加
味
し
た
修
正
資

　
本
主
義
と
な
ら
ざ
る
を
得
ぬ
。
社
会
党
の
入
閣
に
よ
る
連
立
内
閣
が
で
き
れ
ば
尚

　
更
そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
ま
い
。
…
…
そ
の
点
か
ら
言
へ
ば
、
社
会
党
が
資
本
主
義

　
か
社
会
主
義
か
と
言
ふ
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
騒
げ
て
み
る
の
は
色
々
検
討
の
余
地
が

　
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
連
立
内
閣
と
民
主
戦
線
の
展
望
－
山
川
均
氏
に
聞
く

　
i
」
、
『
社
会
運
動
通
信
』
第
烈
七
号
、
一
九
四
七
年
一
月
二
〇
日
、
高
橋
彦
博
、

　
前
掲
書
、
所
収
、
二
七
贋
1
二
七
五
頁
）
こ
と
は
興
味
深
い
。
山
川
の
言
は
お
そ

　
ら
く
和
田
工
作
に
ね
ら
い
を
定
め
た
も
の
で
、
こ
の
時
点
で
進
歩
党
少
壮
派
と
の

　
政
治
的
関
係
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
が
、
両
者
の
政
策
の
接
近
は
、
そ
の
後
の

　
片
山
内
閣
の
成
立
を
考
え
る
上
で
も
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

お
　
わ
　
り
　
に

労i動攻勢と進歩党少壮派（三川）

　
進
歩
党
総
務
会
長
犬
養
健
を
要
と
す
る
進
歩
党
少
壮
派
の
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
労
働
攻
勢
へ
の
対
応
の
底
に
、
一
貫
し
て
流
れ
る
基
調
は
、

修
正
資
本
主
義
と
い
う
政
綱
理
念
と
社
会
党
と
の
提
携
と
い
う
政
権
構
想
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
変
革
清
勢
の
高
揚
に
し
た
が
い
、
労
働
運
動

へ
の
強
圧
策
と
自
由
党
と
の
提
携
を
基
本
と
す
る
総
裁
幣
原
喜
重
郎
ら
党
の
要
路
の
政
治
姿
勢
と
の
懸
隔
の
度
を
増
し
つ
つ
、
次
第
に
深
化
し
、

公
然
化
し
て
い
っ
た
。
第
九
〇
議
会
を
総
括
し
た
犬
養
の
一
文
「
健
全
な
保
守
党
へ
」
で
は
、
そ
れ
は
ま
だ
粗
削
り
に
と
ど
ま
り
、
吉
田
内
閣

の
基
本
施
策
へ
の
批
判
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
明
瞭
な
形
を
と
ら
な
か
っ
た
が
、
一
〇
月
闘
争
中
最
大
の
闘
争
で
あ
る
電
産
争
議
の
試
練
は
そ

の
実
効
性
に
つ
い
て
の
自
信
を
与
え
、
議
会
解
散
決
議
案
の
上
程
・
生
活
権
確
保
吉
田
内
閣
打
倒
国
民
大
会
の
開
催
と
い
う
緊
迫
し
た
政
治
情

勢
の
中
で
、
「
国
体
擁
護
」
を
か
ざ
し
た
結
党
綱
領
を
廃
絶
し
、
「
社
会
連
帯
主
義
」
「
革
新
政
策
」
を
謳
う
新
綱
領
・
政
策
へ
と
上
昇
し
た
。

そ
の
後
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
に
至
る
危
局
の
中
で
吉
田
内
閣
が
企
て
た
社
会
党
と
の
二
つ
の
連
立
工
作
は
、
こ
う
し
た
彼
ら
の
保
守
「
革
新
」
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構
想
め
実
践
の
場
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
の
彼
ら
の
役
割
は
裏
方
に
と
ど
ま
り
、
ひ
と
き
わ
注
目
を
浴
び
る
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
第

一
次
連
立
工
作
に
お
け
る
秘
策
、
総
辞
職
連
立
幣
原
首
班
講
想
で
は
そ
の
政
策
基
盤
を
用
意
し
、
第
二
次
連
立
工
作
と
同
時
に
進
行
し
た
自
進

両
党
政
策
協
定
協
議
で
は
、
そ
の
ね
ら
い
に
反
し
て
自
学
両
党
の
政
綱
上
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
顕
現
化
さ
せ
、
ま
た
機
を
捕
え
て
は
連
立
工
作
推
進

の
た
め
の
示
威
を
行
う
な
ど
、
社
会
党
と
の
連
立
政
権
実
現
に
向
け
て
必
要
な
準
備
を
着
々
と
積
み
重
ね
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
彼
ら
の
運
動
の
目
的
は
明
瞭
で
あ
る
。
占
領
改
革
と
労
農
民
主
運
動
の
押
し
あ
げ
の
中
で
蓋
然
性
の
度
を
増
し
た
体
制
変
革

（
共
産
主
義
革
命
）
を
阻
止
し
日
本
資
本
主
義
の
再
建
（
国
家
独
占
資
本
主
義
の
再
編
）
の
た
め
の
経
済
、
社
会
政
策
、
す
な
わ
ち
修
正
資
本
主
義
政

策
を
掲
げ
る
保
守
政
党
を
生
起
さ
せ
、
そ
れ
ら
の
政
策
を
実
行
し
う
る
政
権
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
、
に
尽
き
よ
う
。
時
折
垣
間
見
ら
れ
る
経
済

同
友
会
と
の
親
和
関
係
や
、
地
方
公
職
追
放
を
奇
貨
と
し
て
党
勢
挽
回
を
計
ろ
う
と
し
た
こ
と
も
含
め
G
H
Q
の
政
策
の
枠
組
み
と
の
一
致
は
、

彼
ら
の
運
動
に
そ
れ
を
な
し
と
げ
る
だ
け
の
要
件
が
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
ま
た
実
体
を
伴
い
、
要
件
を
備
え
た
こ

の
よ
う
な
保
守
「
革
新
」
と
い
う
目
的
も
そ
の
現
実
化
の
た
め
に
は
契
機
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
契
機
こ
そ
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
労
働
攻

勢
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
彼
ら
が
対
応
し
よ
う
と
し
た
労
働
攻
勢
そ
の
も
の
が
、
彼
ら
の
運
動
に
目
的
達
成
の
た
め
の
バ
ネ

を
与
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
逆
か
ら
い
え
ば
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
期
の
労
働
攻
勢
が
、
進
歩
党
少
壮
派
と
い
う
媒
体
を
通
し
て
、
自

進
提
携
に
よ
る
旧
来
の
保
守
支
配
体
制
を
確
実
に
突
き
崩
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
、
彼
ら
の
め
ざ
す
保
守
「
革
新
」
政
党
の
樹
立
が
、
あ
く
ま
で
進
歩
党
の
変
容
に
と
ど
ま
っ
て
な
さ
れ
る

の
か
、
あ
る
い
は
保
守
新
党
結
成
に
ま
で
突
き
進
ん
で
行
わ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
運
動
に
伴
走

す
る
か
の
如
く
あ
る
自
由
党
芦
田
均
の
存
在
と
第
二
次
連
立
工
作
に
際
し
て
幣
原
に
対
し
て
行
わ
れ
た
彼
ら
の
示
威
行
動
は
そ
の
答
を
与
え
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
二
ニ
ゼ
ネ
ス
ト
後
、
彼
ら
進
歩
党
少
壮
派
が
展
開
す
る
保
守
新
党
運
動
と
そ
の
所
産
、
す
な
わ
ち
民
主
党
の
成
立

と
片
山
連
立
政
権
の
誕
生
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
し
よ
う
。
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京
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The　Labor　Offensive　and　the　up－and－coming　young　members

　　　　　　　of　the　Japan　Progressive　Party（日本進歩党）

the　Conservative　‘　Reform’　Movement　during　the　Period

of　the　General　Strike　of　Febrttary　1　1947

by

MIKAwA　J6ji

　　The　defeat　in　World　War　II　and　the　U．　S．　occupation　brought　about

revolutionary　upsurges　in　Japan．　They　reached　a　peak　during　the　period

from　the　October　Offensive，　1946，　te　the　General　Strike　of　February　1，

1947．　Traditonal　historical　accounts　of　this　critical　period　have　stressed

more　the　role　of　the　progressive　forces　which　were　pushing　the　revoiu－

tionary　change　forward，　and　have　tended　to　disregard　the　couRter

movements　of　the　conservative　forces　wkich　were　trying　to　hold　them

back．　The　purpose　of　this　article　is　to　shed　light　on　tke　movements　of

an　element　among　the　conservative　forces　in　the　hope　that　it　may　help　to

appreciate　the　period　in　its　entire　and　true　perspective．　This　eiement　is

none　other　than　the　up－and－coming　young　members　of　the　House　of

Representatives　belonging　to　the　Progressive　Party，　the　leading　figure

of　whom　was加π々認Tafeeru犬養健．　To　deal　with　an　aggressive　labor

movement，　they　made　articUlated　policies　based　on　a　doct血e　of　modified

capitalism　and　a　plan　of　coalition　government　with　the　Social　Dernocratic

Party　of　Japan（日本社会党），　in　opposition　to　the　pollcy　stance　of　authorita－

tive　leaders　in　the　party　typified　by　party　chairman　Shidehapta　Kij’yuro，

幣原喜重郎，whose　politica玉principle　was　to　take　strong　measures　against

the　labor　offensive　and　to　cooperate　with　the　Japan　Liberal　Party（日本

自由党），　the　ruling　party　of　the　first　Yoshida　Shigeru　吉田茂　cabinet．

Faced　with　the　October　Offensive　they　had　gradually　refined　their　policies

through　activities　such　as　Jnukai’s　summarization　of　party　achievements

during　the　90th　session　of　the　Diet，　their　criticism　to　the　basic　policies

of　the　Yoshida　cabinet，　and　the　involvement　in　the　settlement　of

1加sα7zsogガ電産争議，（the　long　struggle　of　the　National　Federationρf

the　Electric　Power　Worker’s　Union），　and，　lastly，　during　the　tense　situation

before　the　General　Strike　of　February　1，　they　improved　their　policies

in　qualitiy　and　embodied　them　in　a　new　party　platform　adovocating
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‘solidarism’　and　‘reformatory　policy’．　And　they　tried　to　put　their

policies　and　their　coalition　government　plan　into　practice　in　the　double

political　moneuvering　for　the　for皿ation　of　the　coalition　government　with

the　Social　Dernocratic　Party　undertaken　by　the　Yoshida　cabinet．　Thus

they　took　the　opportunity　provided　by　the　labor　offensive　and　paved　the

way　for　the　formation　of　the　coalition　government　with　the　Social

Democratic　Party．　This　movement　implies　historically　that　the　revolu－

tionary　upsurge　during　the　period　of　the　General　Strike　of　February　1　made

a　‘reformatory’　conservative　force　appear　on　the　postwar　political　stage

in　Japan，　able　to　form　a　coalition　government　with　a　social　democratic

party．

Burials　of　Chin　and　their　Origin

by

HuANG　Xiao－Fen

　　It　has　become　fairly　clear　that　the　Chin（秦），　the　first　dynasty　of

ancient　China，　had　a　grand　culture　with　great　capital　city　sites　and　royal

tombs．　But　we　hardly　know　anything　of　the　origin　of　the　Chin　culture

and　people，　their　development，　and　their　eclipse．　ln　this　paper　1　considered

this　problem　using　archaeological　materials　from　burials．

　　First　I　examilled　burials　of　the　Chin　in　Chunqiu（春秋）and　Zhanguo

．（戦国）periods　focussing　mai111y　on　burial　objects，　rankings　of　the　burial

size　and　structure，　and　the　form　of　buria1一particularly　contracted　burials．

Ifound　Chin　burials　were皿ost　unique　during　the　Chuqiu　period，　when

almost　all　of　the　dead　body　wasエnore　strongly　contracted　and　styles　of

grave　goods　were　different　from　those　of　Zhongyuan（中原）culture．　But

in　the　Zhanguo　period　this　gradually　faded　out鋤d　the　form　of　burial

became　homogeneous　with　that　of　Zhongyuan　Culture．

　　Then　1　showed　that　the　forrn　of　Chin　burial　had　originated　in　Gansu

（甘粛）district，　in　west　China，　where　contracted　burial　had　emerged　long

before　it　did　in　Zhongyuan　district．　The　lower　culture　of　the　Maojiaping

（毛家続）site　can　be　said　to　be　direct　prototype　of　the　Chin，　dating　from

as　early　as　the　Western　Zhou（西前）period。　In　contrast，　in　Zhongyuan
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